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７
月
臨
時
会

会
期

　令
和
４
年
７
月
15
日（
１
日
間
）

　【上
程
さ
れ
た
議
案
】

◇
議
案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

９
月
定
例
会

会
期

　令
和
４
年
９
月
２
日
〜
21
日（
20
日
間
）

　【上
程
さ
れ
た
議
案
】

◇
報
告
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

◇
議
案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
17
件

◇
請
願
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

◇
追
加
議
案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

　
令
和
３
年
度
の
う
き
は
市

役
所
ほ
か
23
施
設
の
電
力
需

給
契
約
に
関
し
、
契
約
先
企

業
の
電
力
事
業
撤
退
に
よ

り
、
中
途
で
契
約
の
切
替
が

必
要
と
な
り
、
当
初
の
契
約

単
価
よ
り
も
高
価
な
単
価

で
購
入
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
と
に
関
す
る
損

害
賠
償
に
つ
い
て
、
契
約
先

企
業
が
市
に
対
し
て
和
解
金

２
２
１
５
万
７
７
９
９
円
を

支
払
う
和
解
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
本

和
解
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

主
な
議
題
と
内
容

請
願
者
　
よ
し
い
子
ど
も
食
堂
　
代
表
　
藤
平
　
伊
佐
男

案
　
件
　
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
と「
じ
じ
ば
ば
食
堂
」開
設

に
関
す
る
請
願

趣
　
旨
　
①
子
ど
も
食
堂（
る
り
色
ふ
る

さ
と
館
に
専
用
冷
蔵
庫
の
設

置
等
）へ
の
支
援
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　
　
　
　
②
高
齢
者
の
利
用
も
多
い
こ

と
か
ら「
じ
じ
ば
ば
食
堂
」の

行
政
主
導
で
の
開
設
を
求
め

る
も
の
で
す
。

結
　
果
　
所
管
の
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、審

　
例
年
９
月
定
例
会
は
、前

年
度
の
決
算
の
内
容
が
、承

認
し
た
予
算
に
対
し
て
適

正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を

審
査
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。今
回
も
令
和
３
年
度

の
う
き
は
市
一
般
会
計
、国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
、後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
、う
き
は
市
立
自

動
車
学
校
特
別
会
計
、簡
易

水
道
事
業
会
計
、下
水
道
事

業
会
計
の
決
算
内
容
に
つ
い

て
、議
員
全
員
参
加
の「
決
算

主
な
議
案

請
願
第
２
号

請
願
第
３
号

追
加
議
案（
意
見
第
４
号
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

請
願
者
　
自
治
労
う
き
は
市
職
員
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
行
委
員
長
　
権
藤
　
尊
光

案
　
件
　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
関
す
る
請
願

趣
　
旨
　
２
０
２
３
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討

に
あ
た
っ
て
、コ
ロ
ナ
対
応
も
勘
案
し
な
が
ら
、歳

入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、地
方
財
政
の
確

立
を
め
ざ
す
よ
う
政
府
に
対
し
て
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

結
　
果
　
所
管
の
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、審

議
の
結
果
、願
意
妥
当
と
認
め
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
請
願
第
３
号
で
採
択
さ
れ
た
地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ

す
意
見
書
を
、政
府
へ
提
出
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

髙
浪
　
廣
海（
再
任
）　
　
中
嶋
　
法
子（
新
任
）

倉
冨
　
政
憲（
新
任
）　
　
金
子
　
洋
子（
新
任
）

特
別
委
員
会
」を
設
置
し
、

５
日
間
の
集
中
審
議
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。（
詳
細
は
４
〜

７
頁
）

　
そ
の
他
、令
和
４
年
度
う

き
は
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）な
ら
び
に
３
つ
の

特
別
会
計
と
１
つ
の
事
業
会

計
の
補
正
予
算
を
中
心
に
、

条
例
制
定
案
２
件
、市
道
路

線
の
変
更
案
１
件
、市
有
財

産
の
取
得
１
件
な
ど
が
審

議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
う
き
は
市
の
歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ
10
億
１
４
７
４
万
８
千
円

を
追
加
し
、総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
０
億
６
９
７
３
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
う
き
は
市一般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

令
和
４
年
度
う
き
は
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
１

１
５
万
１
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
計
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
39
億
２
７
６
１
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
う
き
は
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
１
万

円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
計
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
５
億
９
１
１
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
う
き
は
市
立
自
動
車
学
校
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
７
６

万
５
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
計
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
８
１
０
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
う
き
は
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
下
水
道
料
金
２
か
月
分
を
減
免
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支

援
事
業
に
伴
い
収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
の
予
定
額
を
見
直

し
、下
水
道
事
業
収
益（
収
益
的
収
入
）を
３
４
０
万
円
の
減

額
、下
水
道
事
業
費
用（
収
益
的
支
出
）を
99
万
６
千
円
の
増

額
と
し
ま
し
た
。

う
き
は
市
印
鑑
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
今
回
の
条
例
改
正
で
、印
鑑
証
明
書
を
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
市
役
所
に
出
向
く
こ
と

な
く
申
請
・
取
得
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。取
り
扱
い
方
法
等
詳

細
は
、広
報
う
き
は
や
う
き
は
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

地
方
交
付
税

４
億
９
４
７
７
万
２
千
円
の

増
額

国
庫
支
出
金

３
億
２
１
９
３
万
円
の
増
額

前
年
度
繰
越
金

７
億
１
０
８
７
万
円
の
増
額

基
金
繰
入
金

６
億
６
７
８
６
万
円
の
減
額

総
務
管
理
費

４
億
６
１
７
１
万
９
千
円

　
前
年
度
の
一
般
会
計
剰
余

金
の
２
分
の
１
に
あ
た
る
４

億
３
０
５
０
万
円
を
減
債
基

金
に
積
み
立
て
る
他
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
事
業
費
や
返
礼

品
に
係
る
費
用
等
で
す
。

社
会
福
祉
費

４
３
０
６
万
６
千
円

　
地
域
介
護
・
福
祉
空
間

整
備
等
補
助
金
、
高
齢
者

主
な
歳
出

施
設
や
障
が
い
福
祉
事
業
所

等
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
支
援
金
、
移

動
販
売
事
業
者
支
援
金
等

で
す
。

児
童
福
祉
費

１
６
３
７
万
２
千
円

　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
（
学
生
等
世

帯
、
住
民
税
均
等
割
の
み
世

帯
分
）、
保
育
所
等
給
食
費

補
助
金
、
子
ど
も
食
堂
事
業

費
補
助
金
等
で
す
。

保
健
衛
生
費

１
億
２
９
２
１
万
３
千
円

　
会
計
年
度
任
用
職
員
報

酬
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
費
用
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

費
等
で
す
。

農
業
費

９
７
４
９
万
１
千
円

　
肥
料
等
高
騰
緊
急
対
策

事
業
費
補
助
金
、
飼
料
等

高
騰
対
策
支
援
事
業
費
補

助
金
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
等
で
す
。

商
工
費

５
４
４
２
万
２
千
円

　
臨
時
経
済
対
策
商
品
券

発
行
事
業
費
補
助
金
（
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
）、
事
業
再

構
築
支
援
補
助
金
、
道
の
駅

う
き
は
改
修
基
本
計
画
策

定
業
務
委
託
料
等
で
す
。

道
路
橋
り
ょ
う
費

８
１
９
０
万
円

　
市
道
２
か
所
の
改
良
工
事

費
、
橋
り
ょ
う
２
か
所
の
維

持
の
た
め
の
測
量
設
計
委
託

料
等
で
す
。

下
水
道
事
業
費７

６
９
０
万
円

　
下
水
道
料
金
２
か
月
分
を

減
免
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

支
援
事
業
に
対
す
る
下
水
道

事
業
会
計
へ
の
負
担
金
で

す
。

小
学
校
費
・
中
学
校
費
（
教

育
振
興
費
）７

０
５
万
６
千
円

　
市
内
全
小
学
校
、
中
学

校
の
給
食
事
業
の
物
価
上
昇

分
に
対
す
る
支
援
金
で
す
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

１
２
０
０
万
円

　
７
月
18
〜
19
日
の
豪
雨
で

被
災
し
た
市
道
５
か
所
、
市

の
管
理
河
川
１
か
所
の
復
旧

工
事
費
で
す
。

７月臨時会９月定例会

議案の審議結果について
詳しく知りたい方は、こちらのQRコ
ードからご覧ください。

主
な
歳
入

議
の
結
果
、①
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
は
願
意
妥

当
と
認
め
採
択
、②
じ
じ
ば
ば
食
堂
の
開
設
は
、社

会
福
祉
協
議
会
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
官
民
連
携
し

た
高
齢
者
み
ま
も
り
事
業
、保
健
課
や
自
治
協
議

会
が
行
う
地
域
包
括
ケ
ア
の
取
組
み
な
ど
、高
齢

者
を
取
り
巻
く
様
々
な
現
状
の
支
援
を
踏
ま
え
て

不
採
択
と
し
、請
願
第
２
号
に
つ
い
て
は「
一
部
採

択
」（
賛
成
11
・
反
対
１
・
欠
席
１
）と
し
ま
し
た
。

た
か
な
み

ひ
ろ

く
ら
と
み

ま
さ
の
り み

な
か
し
ま

の
り

か
ね
こ

よ
う
こ こ

任
期
：
令
和
５
年
１
月
１
日
〜
令
和
７
年
12
月
31
日
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７
月
臨
時
会

会
期

　令
和
４
年
７
月
15
日（
１
日
間
）

　【上
程
さ
れ
た
議
案
】

◇
議
案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

９
月
定
例
会

会
期

　令
和
４
年
９
月
２
日
〜
21
日（
20
日
間
）

　【上
程
さ
れ
た
議
案
】

◇
報
告
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

◇
議
案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
17
件

◇
請
願
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
件

◇
追
加
議
案
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

　
令
和
３
年
度
の
う
き
は
市

役
所
ほ
か
23
施
設
の
電
力
需

給
契
約
に
関
し
、
契
約
先
企

業
の
電
力
事
業
撤
退
に
よ

り
、
中
途
で
契
約
の
切
替
が

必
要
と
な
り
、
当
初
の
契
約

単
価
よ
り
も
高
価
な
単
価

で
購
入
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
と
に
関
す
る
損

害
賠
償
に
つ
い
て
、
契
約
先

企
業
が
市
に
対
し
て
和
解
金

２
２
１
５
万
７
７
９
９
円
を

支
払
う
和
解
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
本

和
解
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

主
な
議
題
と
内
容

請
願
者
　
よ
し
い
子
ど
も
食
堂
　
代
表
　
藤
平
　
伊
佐
男

案
　
件
　
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
と「
じ
じ
ば
ば
食
堂
」開
設

に
関
す
る
請
願

趣
　
旨
　
①
子
ど
も
食
堂（
る
り
色
ふ
る

さ
と
館
に
専
用
冷
蔵
庫
の
設

置
等
）へ
の
支
援
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　
　
　
　
②
高
齢
者
の
利
用
も
多
い
こ

と
か
ら「
じ
じ
ば
ば
食
堂
」の

行
政
主
導
で
の
開
設
を
求
め

る
も
の
で
す
。

結
　
果
　
所
管
の
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、審

　
例
年
９
月
定
例
会
は
、前

年
度
の
決
算
の
内
容
が
、承

認
し
た
予
算
に
対
し
て
適

正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を

審
査
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。今
回
も
令
和
３
年
度

の
う
き
は
市
一
般
会
計
、国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
、後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
、う
き
は
市
立
自

動
車
学
校
特
別
会
計
、簡
易

水
道
事
業
会
計
、下
水
道
事

業
会
計
の
決
算
内
容
に
つ
い

て
、議
員
全
員
参
加
の「
決
算

主
な
議
案

請
願
第
２
号

請
願
第
３
号

追
加
議
案（
意
見
第
４
号
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

請
願
者
　
自
治
労
う
き
は
市
職
員
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
行
委
員
長
　
権
藤
　
尊
光

案
　
件
　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
関
す
る
請
願

趣
　
旨
　
２
０
２
３
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討

に
あ
た
っ
て
、コ
ロ
ナ
対
応
も
勘
案
し
な
が
ら
、歳

入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、地
方
財
政
の
確

立
を
め
ざ
す
よ
う
政
府
に
対
し
て
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

結
　
果
　
所
管
の
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、審

議
の
結
果
、願
意
妥
当
と
認
め
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
請
願
第
３
号
で
採
択
さ
れ
た
地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ

す
意
見
書
を
、政
府
へ
提
出
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

髙
浪
　
廣
海（
再
任
）　
　
中
嶋
　
法
子（
新
任
）

倉
冨
　
政
憲（
新
任
）　
　
金
子
　
洋
子（
新
任
）

特
別
委
員
会
」を
設
置
し
、

５
日
間
の
集
中
審
議
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。（
詳
細
は
４
〜

７
頁
）

　
そ
の
他
、令
和
４
年
度
う

き
は
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）な
ら
び
に
３
つ
の

特
別
会
計
と
１
つ
の
事
業
会

計
の
補
正
予
算
を
中
心
に
、

条
例
制
定
案
２
件
、市
道
路

線
の
変
更
案
１
件
、市
有
財

産
の
取
得
１
件
な
ど
が
審

議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
う
き
は
市
の
歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ
10
億
１
４
７
４
万
８
千
円

を
追
加
し
、総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
０
億
６
９
７
３
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
う
き
は
市一般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

令
和
４
年
度
う
き
は
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
１

１
５
万
１
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
計
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
39
億
２
７
６
１
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
う
き
は
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
１
万

円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
計
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
５
億
９
１
１
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
う
き
は
市
立
自
動
車
学
校
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
４
７
６

万
５
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
計
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
８
１
０
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
う
き
は
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
下
水
道
料
金
２
か
月
分
を
減
免
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支

援
事
業
に
伴
い
収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
の
予
定
額
を
見
直

し
、下
水
道
事
業
収
益（
収
益
的
収
入
）を
３
４
０
万
円
の
減

額
、下
水
道
事
業
費
用（
収
益
的
支
出
）を
99
万
６
千
円
の
増

額
と
し
ま
し
た
。

う
き
は
市
印
鑑
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
今
回
の
条
例
改
正
で
、印
鑑
証
明
書
を
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
市
役
所
に
出
向
く
こ
と

な
く
申
請
・
取
得
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。取
り
扱
い
方
法
等
詳

細
は
、広
報
う
き
は
や
う
き
は
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

地
方
交
付
税

４
億
９
４
７
７
万
２
千
円
の

増
額

国
庫
支
出
金

３
億
２
１
９
３
万
円
の
増
額

前
年
度
繰
越
金

７
億
１
０
８
７
万
円
の
増
額

基
金
繰
入
金

６
億
６
７
８
６
万
円
の
減
額

総
務
管
理
費

４
億
６
１
７
１
万
９
千
円

　
前
年
度
の
一
般
会
計
剰
余

金
の
２
分
の
１
に
あ
た
る
４

億
３
０
５
０
万
円
を
減
債
基

金
に
積
み
立
て
る
他
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
事
業
費
や
返
礼

品
に
係
る
費
用
等
で
す
。

社
会
福
祉
費

４
３
０
６
万
６
千
円

　
地
域
介
護
・
福
祉
空
間

整
備
等
補
助
金
、
高
齢
者

主
な
歳
出

施
設
や
障
が
い
福
祉
事
業
所

等
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
支
援
金
、
移

動
販
売
事
業
者
支
援
金
等

で
す
。

児
童
福
祉
費

１
６
３
７
万
２
千
円

　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
（
学
生
等
世

帯
、
住
民
税
均
等
割
の
み
世

帯
分
）、
保
育
所
等
給
食
費

補
助
金
、
子
ど
も
食
堂
事
業

費
補
助
金
等
で
す
。

保
健
衛
生
費

１
億
２
９
２
１
万
３
千
円

　
会
計
年
度
任
用
職
員
報

酬
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
費
用
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

費
等
で
す
。

農
業
費

９
７
４
９
万
１
千
円

　
肥
料
等
高
騰
緊
急
対
策

事
業
費
補
助
金
、
飼
料
等

高
騰
対
策
支
援
事
業
費
補

助
金
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
等
で
す
。

商
工
費

５
４
４
２
万
２
千
円

　
臨
時
経
済
対
策
商
品
券

発
行
事
業
費
補
助
金
（
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
）、
事
業
再

構
築
支
援
補
助
金
、
道
の
駅

う
き
は
改
修
基
本
計
画
策

定
業
務
委
託
料
等
で
す
。

道
路
橋
り
ょ
う
費

８
１
９
０
万
円

　
市
道
２
か
所
の
改
良
工
事

費
、
橋
り
ょ
う
２
か
所
の
維

持
の
た
め
の
測
量
設
計
委
託

料
等
で
す
。

下
水
道
事
業
費７

６
９
０
万
円

　
下
水
道
料
金
２
か
月
分
を

減
免
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

支
援
事
業
に
対
す
る
下
水
道

事
業
会
計
へ
の
負
担
金
で

す
。

小
学
校
費
・
中
学
校
費
（
教

育
振
興
費
）７

０
５
万
６
千
円

　
市
内
全
小
学
校
、
中
学

校
の
給
食
事
業
の
物
価
上
昇

分
に
対
す
る
支
援
金
で
す
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

１
２
０
０
万
円

　
７
月
18
〜
19
日
の
豪
雨
で

被
災
し
た
市
道
５
か
所
、
市

の
管
理
河
川
１
か
所
の
復
旧

工
事
費
で
す
。

７月臨時会９月定例会

議案の審議結果について
詳しく知りたい方は、こちらのQRコ
ードからご覧ください。

主
な
歳
入

議
の
結
果
、①
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
は
願
意
妥

当
と
認
め
採
択
、②
じ
じ
ば
ば
食
堂
の
開
設
は
、社

会
福
祉
協
議
会
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
官
民
連
携
し

た
高
齢
者
み
ま
も
り
事
業
、保
健
課
や
自
治
協
議

会
が
行
う
地
域
包
括
ケ
ア
の
取
組
み
な
ど
、高
齢

者
を
取
り
巻
く
様
々
な
現
状
の
支
援
を
踏
ま
え
て

不
採
択
と
し
、請
願
第
２
号
に
つ
い
て
は「
一
部
採

択
」（
賛
成
11
・
反
対
１
・
欠
席
１
）と
し
ま
し
た
。

た
か
な
み

ひ
ろ

く
ら
と
み

ま
さ
の
り み

な
か
し
ま

の
り

か
ね
こ

よ
う
こ こ

任
期
：
令
和
５
年
１
月
１
日
〜
令
和
７
年
12
月
31
日



主な基金名会計名

会　　計　　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 翌年度へ繰越すべき額 実質収支

4うきは市議会だより No.71
令和４年11月１日発行

5 うきは市議会だより No.71
令和４年11月１日発行

普通会計　内訳（金額・説明） （単位：千円）

決算特別委員会

令和３年度
　決算特別委員会 歳出総額

◆うきは市の財政状況は？

億円を認定２２０
　９月定例会において、９月９日から15日まで、決算特別委員会が実施されました。令和３年度における
普通会計の決算は、歳入が187億2,112万円、歳出が176億9,357万円となり、歳入歳出の差引額は、10億
2,754万円となりました。このうち、翌年度（令和４年度）へ繰り越すべき財源１億3,790万円を差し引
き、実質収支額は８億8,963万円となります。令和３年度に行われた各課各係の事業ごとに目的と成果や課
題等の質疑を特別委員会で行いました。採決の結果、全会一致で本決算を認定しました。また、特別会計
並びに公営企業会計も、それぞれ認定しました。

　令和３年度末は、基金（貯金）等残高は、138億8,730万円で、前年度に比べ12億83万円増加しまし
た。市債（借金）残高は、222億7,726万円で、前年度に比べ６億9,916万円減少しました。財政構造の弾
力性を判断する指数である「経常収支比率」は、前年度より減少し79.3％となっています。

＊経常収支比率：市税や普通交付税など毎年度恒常的に入ってくる財源の内、人件費や扶助費公債費など経常的に経費としてどれだけ
使われたかを示す比率。通常75％程度に収まるのが望ましく、80％を超えると弾力性を失いつつあると言えます。

令和３年度決算状況 （単位：千円）

皆さんが市に納める税金
収入の不足を補いために、基金等から取り崩したお金
前年度から繰り越されたお金
分担金・使用料・手数料・財産収入・寄附金・その他の収入
市町村の均衡を図るために国から配分されたお金
特定の目的のために国や県から交付されたお金
市が事業を行うために借り入れるお金
国が徴収した自動車重量税などから配分されたお金
地方消費税交付金・自動車税環境性能割交付金ほか

職員の給料や議員報酬などに使うお金
医療費・児童手当などに使うお金
市の借金を返済するためのお金
道路整備・建物などの整備・建設に使うお金
道路・建物の災害復旧に使うお金
業務委託料・消耗品・備品購入に使うお金
補助金・負担金、自動車や建物の保険料、謝礼金など
市の貯金に積み立てるお金
特別会計や公営企業会計に繰出金等として支出するお金
施設の維持・補修費に使うお金

自
主
財
源

普
通
会
計

一般会計
自動車学校特別会計

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計

小　　　　計

合　　　　　　計

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

依
存
財
源

説　　　　　明項　　　　目 前年比較増減令和２年度令和３年度
2,917,485
611,424
814,361
1,437,146
5,747,453
5,094,971
1,081,178
200,643
816,460

18,721,121
2,312,131
3,651,762
1,417,038
1,697,068
352,792
2,113,106
2,956,815
1,629,445
1,499,825
63,597

17,693,579

2,879,358
401,422
387,994
1,425,590
5,339,891
6,965,123
1,128,600
196,084
703,502

19,427,564
2,247,570
3,047,392
1,342,929
1,494,515
405,939
2,136,750
5,781,232
776,031
1,322,695
58,150

18,613,203

38,127
210,002
426,367
11,556
407,562

▲ 1,870,152
▲ 47,422
4,559

112,958
▲ 706,443
64,561
604,370
74,109
202,553
▲ 53,147
▲ 23,644

▲ 2,824,417
853,414
177,130
5,447

▲ 919,624

18,557,220
163,901

18,721,121
4,045,321
477,573

23,244,015

17,542,230
151,349

17,693,579
3,904,169
475,561

22,073,309

1,014,990
12,552

1,027,542
141,152
2,012

1,170,706

137,906

137,906

137,906

877,084
12,552
889,636
141,152
2,012

1,032,800

会　　　計　　　名

公営企業
会　　計

特別会計

一般会計

増減額令和２年度末残高令和３年度末残高

増減額令和２年度末残高令和３年度末残高

市債残高（令和３年度末現在）

基金残高内訳（令和３年度末現在）

（単位：千円）

（単位：千円）

簡易水道事業
下水道事業

財政調整基金
減債基金
公共施設等整備基金
地域振興基金
ふるさと創生基金
地域福祉基金
振興基金
森林整備担い手対策基金
山村地域振興基金
ふるさと・まごころ基金
森林環境譲与税基金
その他基金５件
自動車学校財政調整基金
国民健康保険財政調整基金

合　　　　　　　　計

合　　　　　　　　計

一　　般　　会　　計 12,500,972
1,139,688
9,335,761
22,976,421

12,206,481
1,259,683
8,811,097
22,277,261

▲ 294,491
119,995

▲ 524,664
▲ 699,160

5,246,373
763,048
1,587,743
961,488
360,759
557,139
1,359,012
267,927
75,306
346,156
16,718
126,064
292,388
220,410
373,441
7,000

125,494
12,686,466

5,492,658
1,106,820
2,064,426
967,934
359,789
559,528
1,232,486
267,386
56,933
436,753
24,569
94,531
313,704
270,410
376,879
7,000

255,494
13,887,300

246,285
343,772
476,683
6,446
▲ 970
2,389

▲ 126,526
▲ 541

▲ 18,373
90,597
7,851

▲ 31,533
21,316
50,000
3,438

0
130,000
1,200,834

市 税
繰 入 金
繰 越 金
分 担 金 ほ か
地 方 交 付 税
国・県支出金
市 債
地 方 譲 与 税
各種交付金等

人 件 費
扶 助 費
公 債 費
普通建設事業
災害復旧事業
物 件 費
補 助 費 等
積 立 金
繰 出 金 等
維 持 補 修 費

土 地 開 基 金 （ 現 金 等 ）
国 民 健 康 保 険 高 額 療 養 貸 付 基 金
出 　 　 　 資 　 　 　 金 　 　 　 等

合　　　　計

合　　　　計

歳

　
　出

歳

　
　入

市税
15.6%

人件費
13.1%

繰出金
8.5%

分担金他
7.7%

繰越金
4.3%

扶助費
20.6%

公債費
8%

補助費等
16.7%

積立金
9.2%

物件費
11.9%

災害復旧事業 2%

普通建設
事業
9.6%

市債
5.8%

繰入金
3.3%

各種交付金 4.4% 維持補修 0.4%
地方譲与税 1.1%

国・県
支出金
27.2%

地方交付税
30.7%

自
主
財
源

義
務
的
経
費

投資的
経費

そ
の
他
の
経
費

依
存
財
源

普通会計
歳入総額
187億
2,112万円

普通会計
歳出総額
176億
9,358万円

【財　源】 【使　途】
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普通会計　内訳（金額・説明） （単位：千円）

決算特別委員会

令和３年度
　決算特別委員会 歳出総額

◆うきは市の財政状況は？

億円を認定２２０
　９月定例会において、９月９日から15日まで、決算特別委員会が実施されました。令和３年度における
普通会計の決算は、歳入が187億2,112万円、歳出が176億9,357万円となり、歳入歳出の差引額は、10億
2,754万円となりました。このうち、翌年度（令和４年度）へ繰り越すべき財源１億3,790万円を差し引
き、実質収支額は８億8,963万円となります。令和３年度に行われた各課各係の事業ごとに目的と成果や課
題等の質疑を特別委員会で行いました。採決の結果、全会一致で本決算を認定しました。また、特別会計
並びに公営企業会計も、それぞれ認定しました。

　令和３年度末は、基金（貯金）等残高は、138億8,730万円で、前年度に比べ12億83万円増加しまし
た。市債（借金）残高は、222億7,726万円で、前年度に比べ６億9,916万円減少しました。財政構造の弾
力性を判断する指数である「経常収支比率」は、前年度より減少し79.3％となっています。

＊経常収支比率：市税や普通交付税など毎年度恒常的に入ってくる財源の内、人件費や扶助費公債費など経常的に経費としてどれだけ
使われたかを示す比率。通常75％程度に収まるのが望ましく、80％を超えると弾力性を失いつつあると言えます。

令和３年度決算状況 （単位：千円）

皆さんが市に納める税金
収入の不足を補いために、基金等から取り崩したお金
前年度から繰り越されたお金
分担金・使用料・手数料・財産収入・寄附金・その他の収入
市町村の均衡を図るために国から配分されたお金
特定の目的のために国や県から交付されたお金
市が事業を行うために借り入れるお金
国が徴収した自動車重量税などから配分されたお金
地方消費税交付金・自動車税環境性能割交付金ほか

職員の給料や議員報酬などに使うお金
医療費・児童手当などに使うお金
市の借金を返済するためのお金
道路整備・建物などの整備・建設に使うお金
道路・建物の災害復旧に使うお金
業務委託料・消耗品・備品購入に使うお金
補助金・負担金、自動車や建物の保険料、謝礼金など
市の貯金に積み立てるお金
特別会計や公営企業会計に繰出金等として支出するお金
施設の維持・補修費に使うお金

自
主
財
源

普
通
会
計

一般会計
自動車学校特別会計

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計

小　　　　計

合　　　　　　計

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

依
存
財
源

説　　　　　明項　　　　目 前年比較増減令和２年度令和３年度
2,917,485
611,424
814,361
1,437,146
5,747,453
5,094,971
1,081,178
200,643
816,460

18,721,121
2,312,131
3,651,762
1,417,038
1,697,068
352,792
2,113,106
2,956,815
1,629,445
1,499,825
63,597

17,693,579

2,879,358
401,422
387,994
1,425,590
5,339,891
6,965,123
1,128,600
196,084
703,502

19,427,564
2,247,570
3,047,392
1,342,929
1,494,515
405,939
2,136,750
5,781,232
776,031
1,322,695
58,150

18,613,203

38,127
210,002
426,367
11,556
407,562

▲ 1,870,152
▲ 47,422
4,559

112,958
▲ 706,443
64,561
604,370
74,109
202,553
▲ 53,147
▲ 23,644

▲ 2,824,417
853,414
177,130
5,447

▲ 919,624

18,557,220
163,901

18,721,121
4,045,321
477,573

23,244,015

17,542,230
151,349

17,693,579
3,904,169
475,561

22,073,309

1,014,990
12,552

1,027,542
141,152
2,012

1,170,706

137,906

137,906

137,906

877,084
12,552
889,636
141,152
2,012

1,032,800

会　　　計　　　名

公営企業
会　　計

特別会計

一般会計

増減額令和２年度末残高令和３年度末残高

増減額令和２年度末残高令和３年度末残高

市債残高（令和３年度末現在）

基金残高内訳（令和３年度末現在）

（単位：千円）

（単位：千円）

簡易水道事業
下水道事業

財政調整基金
減債基金
公共施設等整備基金
地域振興基金
ふるさと創生基金
地域福祉基金
振興基金
森林整備担い手対策基金
山村地域振興基金
ふるさと・まごころ基金
森林環境譲与税基金
その他基金５件
自動車学校財政調整基金
国民健康保険財政調整基金

合　　　　　　　　計

合　　　　　　　　計

一　　般　　会　　計 12,500,972
1,139,688
9,335,761
22,976,421

12,206,481
1,259,683
8,811,097
22,277,261

▲ 294,491
119,995

▲ 524,664
▲ 699,160

5,246,373
763,048
1,587,743
961,488
360,759
557,139
1,359,012
267,927
75,306
346,156
16,718
126,064
292,388
220,410
373,441
7,000

125,494
12,686,466

5,492,658
1,106,820
2,064,426
967,934
359,789
559,528
1,232,486
267,386
56,933
436,753
24,569
94,531
313,704
270,410
376,879
7,000

255,494
13,887,300

246,285
343,772
476,683
6,446
▲ 970
2,389

▲ 126,526
▲ 541

▲ 18,373
90,597
7,851

▲ 31,533
21,316
50,000
3,438

0
130,000
1,200,834

市 税
繰 入 金
繰 越 金
分 担 金 ほ か
地 方 交 付 税
国・県支出金
市 債
地 方 譲 与 税
各種交付金等

人 件 費
扶 助 費
公 債 費
普通建設事業
災害復旧事業
物 件 費
補 助 費 等
積 立 金
繰 出 金 等
維 持 補 修 費

土 地 開 基 金 （ 現 金 等 ）
国 民 健 康 保 険 高 額 療 養 貸 付 基 金
出 　 　 　 資 　 　 　 金 　 　 　 等

合　　　　計

合　　　　計

歳

　
　出

歳

　
　入

市税
15.6%

人件費
13.1%

繰出金
8.5%

分担金他
7.7%

繰越金
4.3%

扶助費
20.6%

公債費
8%

補助費等
16.7%

積立金
9.2%

物件費
11.9%

災害復旧事業 2%

普通建設
事業
9.6%

市債
5.8%

繰入金
3.3%

各種交付金 4.4% 維持補修 0.4%
地方譲与税 1.1%

国・県
支出金
27.2%

地方交付税
30.7%

自
主
財
源

義
務
的
経
費

投資的
経費

そ
の
他
の
経
費

依
存
財
源

普通会計
歳入総額
187億
2,112万円

普通会計
歳出総額
176億
9,358万円

【財　源】 【使　途】
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公営住宅建設事業

建設から約50年経過し老朽化が著しい高見団地
と兎渡島団地を解体し、高見団地として建て替え
を実施（3億9,679万円）

放課後児童対策事業

令和２年度の繰越を含め、御幸学童保育所移転及
び吉井学童保育所新築・江南学童保育所新築等
（9,674万円）

新型コロナワクチン接種事業

新型コロナウィルス感染症対策地方創生臨時交付金

集団接種1～3回目及び
小児接種を含め、延べ59,109人の接種を実施
（1億826万円）

簡易水道会計事業

小石原川ダム建設負担金（1億2,510万円）

臨時経済対策商品券発行事業
うきは市買物券紙　　　　2,240万円
うきは市スマホ買物券　　2,999万円

新型コロナ感染対策事業
市内中小・小規模681事業者へ５万円の給付・
支援強化に4,936万円

総額４億8,504万円

総 括 質 疑総 括 質 疑

　自
主
財
源
よ
り
も
依
存
財
源
が
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。

　次
年
度
以
降
へ
の
事
業
経
過
・
検
証
が
十

分
に
さ
れ
て
い
な
い
懸
念
を
も
っ
た
。

　「有
る
か
ら
続
け
る
」
か
ら
「
必
要
だ
か

ら
続
け
る
」
へ
検
証
し
、
絞
り
込
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　財
政
力
指
数
と
経
常
収
支
比
率
と
を
注

視
し
な
が
ら
分
析
し
て
い
る
。

　令
和
３
年
度
は
基
準
財
政
需
要
額
が
増

大
し
た
こ
と
か
ら
健
全
化
が
進
ん
だ
。

　メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
対
応
を
す
べ
き
と

の
ご
指
摘
は
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
。

ＱA
　保
育
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
民
間
保
育

所
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
運
営
の
基

準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
指
導
概
要
が

見
え
な
い
の
で
、
改
善
を
求
め
る
。

　う
き
は
市
も
公
立
保
育
所
を
運
営
し
て

い
る
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
民
間
保
育
所

に
持
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

現
状
を
把
握
し
て
い
な
い
の
で
所
管
と
確

認
し
て
い
く
。

ＱA

　林
業
の
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く

施
策
に
つ
い
て
、
個
人
へ
の
支
援
が

無
い
が
、
自
伐
事
業
者
の
要
望
を
聞

く
場
を
設
け
て
ほ
し
い
。

　　地
域
施
策
の
取
組
み
と
し
て
、
山

村
振
興
を
図
り
、
小
さ
な
林
業
を
活

か
し
て
い
く
。
関
係
人
口
を
活
用
す

る
た
め
、
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
支

援
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
て
い
く
。

ＱA
　旧
東
高
跡
地
や
か
わ
せ
み
ホ
ー
ル

は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

る
。
い
つ
ま
で
こ
の
状
態
を
続
け
る

の
か
、
市
長
任
期
の
中
で
ど
う
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

　旧
東
高
跡
地
は
、
放
置
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
売
却
に
向
け
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
が
、
成
約
に
至
ら

な
か
っ
た
。

　か
わ
せ
み
ホ
ー
ル
は
相
反
す
る
意

見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
現
状

維
持
で
活
用
し
な
が
ら
協
議
し
て
い

く
。

ＱA

　決
算
に
お
け
る
本
市
の
財
政
状
況
は
、

数
値
や
指
標
か
ら
判
断
す
る
に
、
概
ね
健

全
と
考
え
ら
れ
る
。

　現
在
、
社
会
保
障
関
係
対
策
費
の
増
加
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
問
題
、

防
災
・
減
災
、
医
療
費
の
増
大
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の

影
響
に
よ
る
地
域
経
済
の
伸
び
悩
み
な
ど

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
引
き
続

き
各
種
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
堅
実
な
財
政
基
盤
の

構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

　財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
住
民
の
要
望

や
喫
緊
の
政
策
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の

財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
事

務
事
業
の
検
証
や
見
直
し
を
図
る
な
ど
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
を
行
い
、
効
率
的
な

歳
出
の
執
行
を
行
う
た
め
、
一
層
の
経
費

削
減
に
取
り
組
む
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

財
源
確
保
と
各
事
業
の
検
証
や

見
直
し
を
図
り
、効
率
的
な
歳

出
の
執
行
を監

査
委
員

　石
井

　好
貴

　
　
　組
坂

　公
明

監
査
委
員
の
意
見

衛生環境整備として、トイレ床乾式化・洋式化
の改修を山春・大石・御幸・江南各コミュニテ
ィセンター、浮羽保育所、白壁ホール、自動車
学校等で実施（8,072万円）

小中学校の教室換気目的に、小学校476か所、
中学校144か所に網戸設置（1,094万円）
手洗い場感染防止目的に、小学校1,020か所、
中学校292か所をレバー式に交換（144万円）
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公営住宅建設事業

建設から約50年経過し老朽化が著しい高見団地
と兎渡島団地を解体し、高見団地として建て替え
を実施（3億9,679万円）

放課後児童対策事業

令和２年度の繰越を含め、御幸学童保育所移転及
び吉井学童保育所新築・江南学童保育所新築等
（9,674万円）

新型コロナワクチン接種事業

新型コロナウィルス感染症対策地方創生臨時交付金

集団接種1～3回目及び
小児接種を含め、延べ59,109人の接種を実施
（1億826万円）

簡易水道会計事業

小石原川ダム建設負担金（1億2,510万円）

臨時経済対策商品券発行事業
うきは市買物券紙　　　　2,240万円
うきは市スマホ買物券　　2,999万円

新型コロナ感染対策事業
市内中小・小規模681事業者へ５万円の給付・
支援強化に4,936万円

総額４億8,504万円

総 括 質 疑総 括 質 疑

　自
主
財
源
よ
り
も
依
存
財
源
が
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。

　次
年
度
以
降
へ
の
事
業
経
過
・
検
証
が
十

分
に
さ
れ
て
い
な
い
懸
念
を
も
っ
た
。

　「有
る
か
ら
続
け
る
」
か
ら
「
必
要
だ
か

ら
続
け
る
」
へ
検
証
し
、
絞
り
込
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　財
政
力
指
数
と
経
常
収
支
比
率
と
を
注

視
し
な
が
ら
分
析
し
て
い
る
。

　令
和
３
年
度
は
基
準
財
政
需
要
額
が
増

大
し
た
こ
と
か
ら
健
全
化
が
進
ん
だ
。

　メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
対
応
を
す
べ
き
と

の
ご
指
摘
は
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
。

ＱA
　保
育
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
民
間
保
育

所
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
運
営
の
基

準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
指
導
概
要
が

見
え
な
い
の
で
、
改
善
を
求
め
る
。

　う
き
は
市
も
公
立
保
育
所
を
運
営
し
て

い
る
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
民
間
保
育
所

に
持
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の

現
状
を
把
握
し
て
い
な
い
の
で
所
管
と
確

認
し
て
い
く
。

ＱA

　林
業
の
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く

施
策
に
つ
い
て
、
個
人
へ
の
支
援
が

無
い
が
、
自
伐
事
業
者
の
要
望
を
聞

く
場
を
設
け
て
ほ
し
い
。

　　地
域
施
策
の
取
組
み
と
し
て
、
山

村
振
興
を
図
り
、
小
さ
な
林
業
を
活

か
し
て
い
く
。
関
係
人
口
を
活
用
す

る
た
め
、
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
支

援
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
て
い
く
。

ＱA
　旧
東
高
跡
地
や
か
わ
せ
み
ホ
ー
ル

は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

る
。
い
つ
ま
で
こ
の
状
態
を
続
け
る

の
か
、
市
長
任
期
の
中
で
ど
う
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

　旧
東
高
跡
地
は
、
放
置
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
売
却
に
向
け
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
が
、
成
約
に
至
ら

な
か
っ
た
。

　か
わ
せ
み
ホ
ー
ル
は
相
反
す
る
意

見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
現
状

維
持
で
活
用
し
な
が
ら
協
議
し
て
い

く
。

ＱA

　決
算
に
お
け
る
本
市
の
財
政
状
況
は
、

数
値
や
指
標
か
ら
判
断
す
る
に
、
概
ね
健

全
と
考
え
ら
れ
る
。

　現
在
、
社
会
保
障
関
係
対
策
費
の
増
加
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
問
題
、

防
災
・
減
災
、
医
療
費
の
増
大
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の

影
響
に
よ
る
地
域
経
済
の
伸
び
悩
み
な
ど

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
引
き
続

き
各
種
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
堅
実
な
財
政
基
盤
の

構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

　財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
住
民
の
要
望

や
喫
緊
の
政
策
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の

財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
事

務
事
業
の
検
証
や
見
直
し
を
図
る
な
ど
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
を
行
い
、
効
率
的
な

歳
出
の
執
行
を
行
う
た
め
、
一
層
の
経
費

削
減
に
取
り
組
む
よ
う
望
む
も
の
で
あ
る
。

財
源
確
保
と
各
事
業
の
検
証
や

見
直
し
を
図
り
、効
率
的
な
歳

出
の
執
行
を監

査
委
員

　石
井

　好
貴

　
　
　組
坂

　公
明

監
査
委
員
の
意
見

衛生環境整備として、トイレ床乾式化・洋式化
の改修を山春・大石・御幸・江南各コミュニテ
ィセンター、浮羽保育所、白壁ホール、自動車
学校等で実施（8,072万円）

小中学校の教室換気目的に、小学校476か所、
中学校144か所に網戸設置（1,094万円）
手洗い場感染防止目的に、小学校1,020か所、
中学校292か所をレバー式に交換（144万円）



組
坂

　浸
水
す
る
地
域
へ
の

具
体
的
な
浸
水
対
策
は
。

市
長

　川
前
・
福
益
地
区
は

巨
瀬
川
浚
渫
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
旧
東
高
校
一
帯
は
、

山
曽
谷
川
の
河
川
改
修
事
業

化
に
向
け
、
事
前
調
査
を
進

め
て
い
る
。
安
免
川
は
令
和

5
年
度
に
工
事
着
手
で
進
め

て
い
る
。
浮
羽
究
真
館
高
校

東
側
一
帯
は
、
一
の
瀬
中
た

め
池
改
修
・
水
路
新
設
整
備

事
業
計
画
を
進
め
て
い
る
。

組
坂
　
小
学
校
に
冷
水
器
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

児
童
の
水
分
補
給

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
冷

水
器
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
課
題
と
す
る
。

組
坂

　消
防
団
の
人
員
確
保

に
お
け
る
現
状
と
課
題
は
。

市
長

　定
員
数
を
31
名
割
り

込
ん
で
お
り
、
勧
誘
や
協
力

依
頼
、
広
報
に
よ
る
募
集
活

動
、
報
酬
や
団
活
動
の
見
直

し
等
に
よ
り
人
員
確
保
の
取

県
と
連
携
し
難
局
を
乗
り
切
る（
市
長
）

大雨のたびにくり返す浸水

水
路
堰
の
倒
伏
、た
め
池
放
流
等
を
講
じ
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　被
害
軽
減
に
努
め
て
い
る（
市
長
）

総人口や年代別人口についての今後の見通し

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」、「国勢調査」

髙
木

　日
常
生
活
・
社
会
生

活
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
。

市
長

　障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
居
宅
介
護
・
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
児
童
発

達
支
援
等
が
あ
る
。
手
帳
未

取
得
の
場
合
で
も
医
師
の
診

断
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
場

合
も
あ
る
。
ま
た
、
医
療
的

ケ
ア
児
に
つ
い
て
は
医
療
保

険
制
度
の
中
の
訪
問
介
護
・

訪
問
看
護
・
訪
問
診
療
を
利

用
出
来
る
。
医
療
的
ケ
ア
児

在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
も
始

ま
っ
て
い
る
。

髙
木

　他
自
治
体
で
は
、
医

療
的
ケ
ア
児
の
市
外
施
設
へ

の
通
所
に
交
通
費
助
成
が
始

ま
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
考
え
、
こ
れ
ら
も

視
野
に
入
れ
て
欲
し
い
が
ど

う
か
。

福
祉
事
務
所
長

　障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
移
動
支
援
を
医

療
的
ケ
ア
児
に
適
用
で
き
る

か
確
認
す
る
。

市
長

　総
合
的
に
検
討
を
し

た
い
。

関
係
機
関
と
連
携
し
対
象
者
を
把
握
。

　障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
総
合
的
検
討
を（
市
長
）

人
口
減
少
、少
子
化
対
策
の
支
援
策
は

　
　庁
内
で
議
論
し
な
が
ら
考
え
た
い（
市
長
）

中
野
　
市
長
は
、
上
水
道
の

基
本
計
画
を
令
和
７
年
度
に

計
画
、
県
南
広
域
水
道
企
業

団
に
10
年
度
に
加
入
、
工
事

着
工
を
11
年
度
と
言
っ
て
い

る
が
、
市
民
へ
の
理
解
と
加

入
確
認
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

市
民
の
皆
様
の
理
解

と
加
入
に
つ
い
て
の
、
確
認

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い

て
は
今
後
、
何
ら
か
の
形
で

意
識
調
査
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

中
野
　
姫
治
地
区
は
、
上
水

道
事
業
に
は
当
初
か
ら
入
っ

て
な
い
が
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
に
つ
い
て
は
、
賛

成
で
き
な
い
面
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
考
え
る
の
か
。

市
長　

姫
治
地
区
は
、
市
に

よ
る
簡
易
給
水
施
設
の
整
備

や
給
水
組
合
へ
の
補
助
事
業

に
よ
り
財
政
支
援
を
行
っ
て

き
た
経
緯
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
十
分

説
明
し
て
い
く
。

中
野
　
人
口
減
少
の
中
で
今

後
の
上
水
道
事
業
の
運
営
は

危
惧
さ
れ
る
。
う
き
は
市
の

水
は
お
い
し
い
と
評
判
で
あ

る
。
こ
れ
を
生
か
す
方
法
を

考
え
た
ら
ど
う
か
。

市
長　

大
幅
な
人
口
減
少
が

避
け
ら
れ
な
い
中
、
独
立
採

算
を
目
指
す
べ
き
水
道
事
業

に
と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク
と

な
る
の
で
、
安
定
経
営
を
目

指
し
た
事
業
計
画
の
構
築
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

岩
淵

　学
校
現
場
の
現
況
は
。

教
育
長

　学
び
の
保
障
の
観

点
か
ら
臨
時
休
業
・
学
級
閉

鎖
等
時
は
、
小
学
校
中
学
年

以
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

実
施
、
低
学
年
も
準
備
し
て

お
り
、
濃
厚
接
触
者
や
健
康

に
不
安
を
抱
え
る
児
童
生
徒

に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
対

応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

岩
淵

　市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

達
成
度
合
い
は
。

市
長

　達
成
度
を
数
値
で
示

せ
な
い
が
一
人
一
人
に
お
願

い
し
主
体
的
に
感
染
予
防
行

動
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
呼

び
か
け
て
き
た
。

岩
淵

　感
染
拡
大
は
自
己
責

任
だ
と
お
考
え
か
。

市
長

　行
動
制
限
が
無
い
中

で
一
人
一
人
主
体
的
な
感
染

予
防
行
動
、
注
意
深
い
行
動

が
一
番
重
要
と
考
え
る
。

岩
淵

　出
口
が
見
え
な
い
中

政
治
の
立
場
か
ら
問
題
を
解

決
し
公
衆
衛
生
上
の
対
処
が

必
要
と
思
う
が
。

市
長

　死
亡
さ
れ
る
方
が
多

い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
回

毎
に
低
く
な
る
、
感
染
し
て

も
仕
方
な
い
と
言

う
受
け
止
め
が
あ

る
中
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
を
通

常
医
療
に
扱
う
提

言
等
が
あ
り
、
大

き
な
分
岐
点
と
思

う
。

岩
淵

　学
校
・
保

育
所
・
学
童
保
育

所
・
公
共
施
設
等

で
二
酸
化
炭
素
濃

度
測
定
を
行
い
、

換
気
環
境
度
合
の

そ
の
他
の
質
問

・
学
童
や
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

な
ど
「
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
作
り
」
に
つ
い
て

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ

ル
化
、
窓
口
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
に
つ
い
て

組
み
を
進
め
て
い
る
が
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
消
防
団
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
消
防
団
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
に
つ
い
て
要
望

・
消
防
団
の
協
力
金
に
つ
い

て

可
視
化
検
査
を
求
め
る
。

市
長

　保
育
所
・
学
童
保
育

所
は
定
期
検
査
の
義
務
が
無

い
。

教
育
長

　学
校
は
測
定
器
を

増
設
し
常
時
測
定
し
て
い
る
。

消
防
団
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

小
学
校
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

区　　分

年少人口（0~14歳）
生産人口（15~64歳）
老年人口（65歳以上）

合　　計

3,475
14,435
10,071
27,981

3,085
12,662
9,533
25,280

2,686
11,422
9,051
23,159

2,327
10,230
8,493
21,050

2,041
8,838
8,100
18,979

1,798
7,579
7,626
17,003

2020
(R2)

2025
(R7)

2030
(R12)

2035
(R17)

2040
(R22)

2045
(R27)

全ての子どもたちが共に暮らし、
自分のペースで成長できるまちに

43 41 47

うきは市第6波・第7波の陽性者数の推移

9 うきは市議会だより No.71
令和４年11月１日発行

8うきは市議会だより No.71
令和４年11月１日発行

急
速
な
感
染
拡
大
の
所
感
を

大
雨
時
、
浸
水
す
る
地
域
へ
の

対
策
は

医
療
的
ケ
ア
児
・
障
が
い
児
の

支
援
に
つ
い
て

今
、や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

人
口
問
題
で
は
な
い
か

岩淵 和明議員
いわぶち かずあき

議員中野 義信
なか の よしのぶ

議員組坂 公明
くみさか きみあき

議員髙木 亜希子
たかき あきこ
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な
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市
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前
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渫
工
事
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て
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る
。
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一
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の
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事
業
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前
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に
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事
着
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て
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一
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の
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池
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修
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水
路
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事
業
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進
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て
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組
坂
　
小
学
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に
冷
水
器
の

設
置
は
で
き
な
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か
。
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長　

児
童
の
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分
補
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な
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り
、
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水
器
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今

後
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と
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防
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で
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、
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報
に
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集
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に
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保
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市
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）
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水
路
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放
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等
を
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じ
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が
ら
、
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て
い
る（
市
長
）

総人口や年代別人口についての今後の見通し

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」、「国勢調査」

髙
木

　日
常
生
活
・
社
会
生

活
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
。

市
長

　障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
居
宅
介
護
・
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
児
童
発

達
支
援
等
が
あ
る
。
手
帳
未

取
得
の
場
合
で
も
医
師
の
診

断
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
場

合
も
あ
る
。
ま
た
、
医
療
的

ケ
ア
児
に
つ
い
て
は
医
療
保

険
制
度
の
中
の
訪
問
介
護
・

訪
問
看
護
・
訪
問
診
療
を
利

用
出
来
る
。
医
療
的
ケ
ア
児

在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
も
始

ま
っ
て
い
る
。

髙
木

　他
自
治
体
で
は
、
医

療
的
ケ
ア
児
の
市
外
施
設
へ

の
通
所
に
交
通
費
助
成
が
始

ま
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
考
え
、
こ
れ
ら
も

視
野
に
入
れ
て
欲
し
い
が
ど

う
か
。

福
祉
事
務
所
長

　障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
移
動
支
援
を
医

療
的
ケ
ア
児
に
適
用
で
き
る

か
確
認
す
る
。

市
長

　総
合
的
に
検
討
を
し

た
い
。

関
係
機
関
と
連
携
し
対
象
者
を
把
握
。

　障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
総
合
的
検
討
を（
市
長
）

人
口
減
少
、少
子
化
対
策
の
支
援
策
は

　
　庁
内
で
議
論
し
な
が
ら
考
え
た
い（
市
長
）

中
野
　
市
長
は
、
上
水
道
の

基
本
計
画
を
令
和
７
年
度
に

計
画
、
県
南
広
域
水
道
企
業

団
に
10
年
度
に
加
入
、
工
事

着
工
を
11
年
度
と
言
っ
て
い

る
が
、
市
民
へ
の
理
解
と
加

入
確
認
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

市
民
の
皆
様
の
理
解

と
加
入
に
つ
い
て
の
、
確
認

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い

て
は
今
後
、
何
ら
か
の
形
で

意
識
調
査
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

中
野
　
姫
治
地
区
は
、
上
水

道
事
業
に
は
当
初
か
ら
入
っ

て
な
い
が
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
に
つ
い
て
は
、
賛

成
で
き
な
い
面
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
考
え
る
の
か
。

市
長　

姫
治
地
区
は
、
市
に

よ
る
簡
易
給
水
施
設
の
整
備

や
給
水
組
合
へ
の
補
助
事
業

に
よ
り
財
政
支
援
を
行
っ
て

き
た
経
緯
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
十
分

説
明
し
て
い
く
。

中
野
　
人
口
減
少
の
中
で
今

後
の
上
水
道
事
業
の
運
営
は

危
惧
さ
れ
る
。
う
き
は
市
の

水
は
お
い
し
い
と
評
判
で
あ

る
。
こ
れ
を
生
か
す
方
法
を

考
え
た
ら
ど
う
か
。

市
長　

大
幅
な
人
口
減
少
が

避
け
ら
れ
な
い
中
、
独
立
採

算
を
目
指
す
べ
き
水
道
事
業

に
と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク
と

な
る
の
で
、
安
定
経
営
を
目

指
し
た
事
業
計
画
の
構
築
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

岩
淵

　学
校
現
場
の
現
況
は
。

教
育
長

　学
び
の
保
障
の
観

点
か
ら
臨
時
休
業
・
学
級
閉

鎖
等
時
は
、
小
学
校
中
学
年

以
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

実
施
、
低
学
年
も
準
備
し
て

お
り
、
濃
厚
接
触
者
や
健
康

に
不
安
を
抱
え
る
児
童
生
徒

に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
対

応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

岩
淵

　市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

達
成
度
合
い
は
。

市
長

　達
成
度
を
数
値
で
示

せ
な
い
が
一
人
一
人
に
お
願

い
し
主
体
的
に
感
染
予
防
行

動
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
呼

び
か
け
て
き
た
。

岩
淵

　感
染
拡
大
は
自
己
責

任
だ
と
お
考
え
か
。

市
長

　行
動
制
限
が
無
い
中

で
一
人
一
人
主
体
的
な
感
染

予
防
行
動
、
注
意
深
い
行
動

が
一
番
重
要
と
考
え
る
。

岩
淵

　出
口
が
見
え
な
い
中

政
治
の
立
場
か
ら
問
題
を
解

決
し
公
衆
衛
生
上
の
対
処
が

必
要
と
思
う
が
。

市
長

　死
亡
さ
れ
る
方
が
多

い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
回

毎
に
低
く
な
る
、
感
染
し
て

も
仕
方
な
い
と
言

う
受
け
止
め
が
あ

る
中
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
を
通

常
医
療
に
扱
う
提

言
等
が
あ
り
、
大

き
な
分
岐
点
と
思

う
。

岩
淵

　学
校
・
保

育
所
・
学
童
保
育

所
・
公
共
施
設
等

で
二
酸
化
炭
素
濃

度
測
定
を
行
い
、

換
気
環
境
度
合
の

そ
の
他
の
質
問

・
学
童
や
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス

な
ど
「
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
作
り
」
に
つ
い
て

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ

ル
化
、
窓
口
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
に
つ
い
て

組
み
を
進
め
て
い
る
が
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
消
防
団
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
消
防
団
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
に
つ
い
て
要
望

・
消
防
団
の
協
力
金
に
つ
い

て

可
視
化
検
査
を
求
め
る
。

市
長

　保
育
所
・
学
童
保
育

所
は
定
期
検
査
の
義
務
が
無

い
。

教
育
長

　学
校
は
測
定
器
を

増
設
し
常
時
測
定
し
て
い
る
。

消
防
団
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

小
学
校
の

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

区　　分

年少人口（0~14歳）
生産人口（15~64歳）
老年人口（65歳以上）

合　　計

3,475
14,435
10,071
27,981

3,085
12,662
9,533
25,280

2,686
11,422
9,051
23,159

2,327
10,230
8,493
21,050

2,041
8,838
8,100
18,979

1,798
7,579
7,626
17,003

2020
(R2)

2025
(R7)

2030
(R12)

2035
(R17)

2040
(R22)

2045
(R27)

全ての子どもたちが共に暮らし、
自分のペースで成長できるまちに

43 41 47

うきは市第6波・第7波の陽性者数の推移

9 うきは市議会だより No.71
令和４年11月１日発行

8うきは市議会だより No.71
令和４年11月１日発行

急
速
な
感
染
拡
大
の
所
感
を

大
雨
時
、
浸
水
す
る
地
域
へ
の

対
策
は

医
療
的
ケ
ア
児
・
障
が
い
児
の

支
援
に
つ
い
て

今
、や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

人
口
問
題
で
は
な
い
か

岩淵 和明議員
いわぶち かずあき

議員中野 義信
なか の よしのぶ

議員組坂 公明
くみさか きみあき

議員髙木 亜希子
たかき あきこ



権
藤
　
深
刻
化
す
る
国
際
情

勢
に
よ
り
肥
料
の
価
格
が
高

騰
し
、
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
。
本
市
の
独
自
支
援

策
も
含
め
た
農
業
者
の
負
担

軽
減
や
営
農
継
続
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
肥
料
高
騰
対
策
支
援

に
つ
い
て
は
、
国
・
県
が
価

格
上
昇
分
の
一
部
を
補
填
す

る
制
度
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

市
も
独
自
支
援
と
し
て
国
・

県
の
補
助
に
上
乗
せ
補
助
を

行
う
。

権
藤

　福
岡
市
と
Ｊ
Ａ
全
農

ふ
く
れ
ん
が
下
水
処
理
の
汚

泥
か
ら
リ
ン
を
取
り
出
し
、

化
学
肥
料
に
再
生
し
て
い
る
。

本
市
も
下
水
の
汚
泥
を
肥
料

等
に
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長　

全
く
同
じ
と
い
う
こ

と
は
難
し
い
が
、
今
後
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
含
め

て
し
っ
か
り
見
据
え
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

権
藤
　
有
機
農
家
や
半
農
半

Ｘ
実
践
者
を
本
市
の
中
山
間

地
域
の
耕
作
放
棄
地
の
担
い

手
と
し
て
支
援
す
る
独
自
の

取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
利
用
を
促
す（
市
長
）

再生リンの肥料は従来品より
2割ほど安価で供給
資料：ＪＡ全農ふくれんＨＰより

市
の
独
自
支
援
と
し
て
、国
・
県
の
支
援
に

　
　
　
　
　
　
　
　上
乗
せ
補
助
を
行
う（
市
長
）

農林水産省
ホームページより抜粋

オーガニックビレッジ

移住定住希望者のための
お試しハウス「うきは百年邸」

竹
永
　
学
校
給
食
へ
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
食
材
の
無
償
提
供
は
。

市
長　

量
の
確
保
や
質
の
基

準
も
あ
る
が
、
有
機
農
業
者

の
育
成
を
推
進
し
な
が
ら
学

校
給
食
提
供
を
検
討
す
る
。

竹
永
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
負
担
し
て

い
る
図
書
費
や
文
化
祭
、
体

育
祭
、
保
健
室
薬
品
代
は
本

来
市
負
担
で
は
な
い
の
か
。

市
長　

従
前
か
ら
負
担
い
た

だ
い
て
い
る
。
行
政
負
担
が

法
的
に
必
須
と
は
承
知
し
て

い
な
い
。

竹
永
　
学
校
に
寄
付
さ
れ
た

図
書
な
ど
は
寄
付
台
帳
で
適

切
管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

備
品
台
帳

に
記
載
し
て
い
る
と
思
う
の

で
確
認
す
る
。

竹
永
　
子
ど
も
の
安
全
確
保

の
た
め
、
交
通
指
導
員
の
指

導
場
所
や
実
績
は
把
握
し
て

い
る
の
か
。

市
長　

登
校
時
間
帯
に
近
く

に
立
た
れ
て
い
る
。
各
指
導

員
か
ら
の
活
動
実
績
ま
で
は

求
め
て
い
な
い
。

竹
永
　
活
動
報
告
を
求
め
な

く
て
支
払
う
の
は
交
付
金
要

綱
に
違
反
し
な
い
の
か
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
で

　
　有
機
栽
培
等
を
支
援
す
る
も
の（
市
長
）

情
報
に
よ
っ
て
は
、公
表
時
期
を
慎
重
に
判
断（
市
長
）

高
松

　個
人
情
報
保
護
条
例

は
県
内
で
上
位
評
価
。
反
面

で
、
情
報
公
開
は
ま
だ
不
十

分
。

市
長　
「
積
極
的
な
情
報
公

開
」
の
意
味
は
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
と
情
報
公
開
条
例

で
は
異
な
る
が
、
非
公
開
を

認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
可
能

な
ら
時
機
を
見
て
公
表
。

高
松

　集
落
支
援
員
を
、
地

域
の
必
要
に
応
じ
て
活
用
す

る
よ
う
に
改
善
し
て
は
。

市
民
協
働
推
進
課
長

果
た
す
べ
き
役
割
や
業
務
内

容
を
明
確
化
し
、
自
治
協
議

会
と
協
議
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

高
松

　ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
て
、
奨
学
金
の
返
済
支

援
事
業
を
作
っ
て
は
。

市
長

　現
在
の
若
者
の
移
住

定
住
策
を
検
証
し
、
国
の
奨

学
金
給
付
要
件
の
緩
和
検
討

も
踏
ま
え
、
返
済
支
援
制
度

も
検
討
し
た
い
。

高
松

　自
然
と
I
T
環
境
の

樋
口
　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
（
防
災
行
動
計
画
）
と
は
、

い
わ
ゆ
る
台
風
等
の
接
近
に

よ
る
大
雨
に
よ
っ
て
河
川
の

水
位
が
上
昇
す
る
時
に
自
分

自
身
が
取
る
標
準
的
な
防
災

行
動
を
時
系
列
的
に
整
理
し
、

自
ら
考
え
、
命
を
守
る
避
難

行
動
の
た
め
の
一
助
と
し
て
作

成
す
る
も
の
。
市
と
し
て
導
入

が
可
能
か
市
長
の
見
解
は
。

市
長
　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
は
、
各
個
人
が
自
ら
の
命

を
守
る
た
め
の
取
組
み
と
し

て
有
効
な
手
段
の
１
つ
と
考

え
て
い
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
る
。

今
後
、
自
主
防
災
組
織
の
取

組
み
や
「
災
害
は
歴
史
に
学

び
、
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
の
取

組
み
な
ど
と
併
せ
て
市
民
へ

の
防
災
意
識
の
向
上
、
啓
発

活
動
の
中
で
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
利
用
を
促
し
て
い

く
。

樋
口
　
事
前
の
準
備
、
対
策

を
し
っ
か
り
講
じ
て
い
く
こ

と
が
自
然
災
害
か
ら
身
を
守

る
こ
と
に
直
結
す
る
こ
と
を

自
覚
し
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
各
家
庭
で
作
成
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
。

市
民
協
働
推
進
課
長
　
自
ら

の
命
は
自
ら
守
る
、
家
族
の

良
い
山
間
部
に
I
T
技
術
者

を
呼
び
込
み
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

市
長

　う
き
は
の
知
名
度
を

上
げ
な
い
と
、
I
T
企
業
の

誘
致
が
進
ま
な
い
。

高
松

　補
修
が
必
要
で
も
、

空
き
家
バ
ン
ク
的
な
移
住
者

受
け
入
れ
制
度
の
検
討
を
。

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

吟
味
し
て
考
え
た
い
。

市
民
協
働
推
進
課
長　

各
指

導
員
か
ら
報
告
は
受
け
て
い

な
い
が
、
各
分
会
長
か
ら
報

告
を
受
け
て
い
る
。

竹
永
　
ほ
と
ん
ど
取
れ
て
い

な
い
先
生
た
ち
の
昼
休
み
と

持
ち
帰
り
の
業
務
の
実
態
把

握
を
し
な
い
原
因
は
。

教
育
長　

客
観
的
な
把
握
が

困
難
な
た
め
行
っ
て
い
な
い
。

市
長
　
う
き
は
市
農
業
振
興

対
策
事
業
な
ど
を
活
用
し
た

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

有
機
農
家
や
半
農
半
Ｘ
実
践

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
引
き

続
き
調
査
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
た
な
産
業
の
誘
致
と
遊

休
地
の
活
用
に
つ
い
て

命
も
自
ら
守
る
、
と
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
大
変
有
効

な
手
段
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
も
っ
と
分
か
り
や

す
く
促
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
う
き
は
バ
ス
路
線
の
追
加

・
男
性
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
配
備
を

・
出
生
時
育
児
休
業
の
取
得

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

U
J
I
タ
ー
ン
促
進

保
護
者
負
担
軽
減
は

通
学
路
の
安
全
安
心
は

超
過
勤
務
の
実
態
把
握
は

命
と
暮
ら
し
を
守
る
災
害
対
策

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を

農
業
の
肥
料
価
格
高
騰
に

さ
ら
な
る
支
援
を

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
と
は

情
報
の
積
極
的
な
公
開
を

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
活
用
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権
藤
　
深
刻
化
す
る
国
際
情

勢
に
よ
り
肥
料
の
価
格
が
高

騰
し
、
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
。
本
市
の
独
自
支
援

策
も
含
め
た
農
業
者
の
負
担

軽
減
や
営
農
継
続
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
肥
料
高
騰
対
策
支
援

に
つ
い
て
は
、
国
・
県
が
価

格
上
昇
分
の
一
部
を
補
填
す

る
制
度
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

市
も
独
自
支
援
と
し
て
国
・

県
の
補
助
に
上
乗
せ
補
助
を

行
う
。

権
藤

　福
岡
市
と
Ｊ
Ａ
全
農

ふ
く
れ
ん
が
下
水
処
理
の
汚

泥
か
ら
リ
ン
を
取
り
出
し
、

化
学
肥
料
に
再
生
し
て
い
る
。

本
市
も
下
水
の
汚
泥
を
肥
料

等
に
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長　

全
く
同
じ
と
い
う
こ

と
は
難
し
い
が
、
今
後
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
含
め

て
し
っ
か
り
見
据
え
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

権
藤
　
有
機
農
家
や
半
農
半

Ｘ
実
践
者
を
本
市
の
中
山
間

地
域
の
耕
作
放
棄
地
の
担
い

手
と
し
て
支
援
す
る
独
自
の

取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
利
用
を
促
す（
市
長
）

再生リンの肥料は従来品より
2割ほど安価で供給
資料：ＪＡ全農ふくれんＨＰより

市
の
独
自
支
援
と
し
て
、国
・
県
の
支
援
に

　
　
　
　
　
　
　
　上
乗
せ
補
助
を
行
う（
市
長
）

農林水産省
ホームページより抜粋

オーガニックビレッジ

移住定住希望者のための
お試しハウス「うきは百年邸」

竹
永
　
学
校
給
食
へ
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
食
材
の
無
償
提
供
は
。

市
長　

量
の
確
保
や
質
の
基

準
も
あ
る
が
、
有
機
農
業
者

の
育
成
を
推
進
し
な
が
ら
学

校
給
食
提
供
を
検
討
す
る
。

竹
永
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
負
担
し
て

い
る
図
書
費
や
文
化
祭
、
体

育
祭
、
保
健
室
薬
品
代
は
本

来
市
負
担
で
は
な
い
の
か
。

市
長　

従
前
か
ら
負
担
い
た

だ
い
て
い
る
。
行
政
負
担
が

法
的
に
必
須
と
は
承
知
し
て

い
な
い
。

竹
永
　
学
校
に
寄
付
さ
れ
た

図
書
な
ど
は
寄
付
台
帳
で
適

切
管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

備
品
台
帳

に
記
載
し
て
い
る
と
思
う
の

で
確
認
す
る
。

竹
永
　
子
ど
も
の
安
全
確
保

の
た
め
、
交
通
指
導
員
の
指

導
場
所
や
実
績
は
把
握
し
て

い
る
の
か
。

市
長　

登
校
時
間
帯
に
近
く

に
立
た
れ
て
い
る
。
各
指
導

員
か
ら
の
活
動
実
績
ま
で
は

求
め
て
い
な
い
。

竹
永
　
活
動
報
告
を
求
め
な

く
て
支
払
う
の
は
交
付
金
要

綱
に
違
反
し
な
い
の
か
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
で

　
　有
機
栽
培
等
を
支
援
す
る
も
の（
市
長
）

情
報
に
よ
っ
て
は
、公
表
時
期
を
慎
重
に
判
断（
市
長
）

高
松

　個
人
情
報
保
護
条
例

は
県
内
で
上
位
評
価
。
反
面

で
、
情
報
公
開
は
ま
だ
不
十

分
。

市
長　
「
積
極
的
な
情
報
公

開
」
の
意
味
は
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
と
情
報
公
開
条
例

で
は
異
な
る
が
、
非
公
開
を

認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
可
能

な
ら
時
機
を
見
て
公
表
。

高
松

　集
落
支
援
員
を
、
地

域
の
必
要
に
応
じ
て
活
用
す

る
よ
う
に
改
善
し
て
は
。

市
民
協
働
推
進
課
長

果
た
す
べ
き
役
割
や
業
務
内

容
を
明
確
化
し
、
自
治
協
議

会
と
協
議
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

高
松

　ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
て
、
奨
学
金
の
返
済
支

援
事
業
を
作
っ
て
は
。

市
長

　現
在
の
若
者
の
移
住

定
住
策
を
検
証
し
、
国
の
奨

学
金
給
付
要
件
の
緩
和
検
討

も
踏
ま
え
、
返
済
支
援
制
度

も
検
討
し
た
い
。

高
松

　自
然
と
I
T
環
境
の

樋
口
　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
（
防
災
行
動
計
画
）
と
は
、

い
わ
ゆ
る
台
風
等
の
接
近
に

よ
る
大
雨
に
よ
っ
て
河
川
の

水
位
が
上
昇
す
る
時
に
自
分

自
身
が
取
る
標
準
的
な
防
災

行
動
を
時
系
列
的
に
整
理
し
、

自
ら
考
え
、
命
を
守
る
避
難

行
動
の
た
め
の
一
助
と
し
て
作

成
す
る
も
の
。
市
と
し
て
導
入

が
可
能
か
市
長
の
見
解
は
。

市
長
　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
は
、
各
個
人
が
自
ら
の
命

を
守
る
た
め
の
取
組
み
と
し

て
有
効
な
手
段
の
１
つ
と
考

え
て
い
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
る
。

今
後
、
自
主
防
災
組
織
の
取

組
み
や
「
災
害
は
歴
史
に
学

び
、
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
の
取

組
み
な
ど
と
併
せ
て
市
民
へ

の
防
災
意
識
の
向
上
、
啓
発

活
動
の
中
で
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
利
用
を
促
し
て
い

く
。

樋
口
　
事
前
の
準
備
、
対
策

を
し
っ
か
り
講
じ
て
い
く
こ

と
が
自
然
災
害
か
ら
身
を
守

る
こ
と
に
直
結
す
る
こ
と
を

自
覚
し
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
各
家
庭
で
作
成
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
。

市
民
協
働
推
進
課
長
　
自
ら

の
命
は
自
ら
守
る
、
家
族
の

良
い
山
間
部
に
I
T
技
術
者

を
呼
び
込
み
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

市
長

　う
き
は
の
知
名
度
を

上
げ
な
い
と
、
I
T
企
業
の

誘
致
が
進
ま
な
い
。

高
松

　補
修
が
必
要
で
も
、

空
き
家
バ
ン
ク
的
な
移
住
者

受
け
入
れ
制
度
の
検
討
を
。

う
き
は
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

吟
味
し
て
考
え
た
い
。

市
民
協
働
推
進
課
長　

各
指

導
員
か
ら
報
告
は
受
け
て
い

な
い
が
、
各
分
会
長
か
ら
報

告
を
受
け
て
い
る
。

竹
永
　
ほ
と
ん
ど
取
れ
て
い

な
い
先
生
た
ち
の
昼
休
み
と

持
ち
帰
り
の
業
務
の
実
態
把

握
を
し
な
い
原
因
は
。

教
育
長　

客
観
的
な
把
握
が

困
難
な
た
め
行
っ
て
い
な
い
。

市
長
　
う
き
は
市
農
業
振
興

対
策
事
業
な
ど
を
活
用
し
た

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

有
機
農
家
や
半
農
半
Ｘ
実
践

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
引
き

続
き
調
査
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
た
な
産
業
の
誘
致
と
遊

休
地
の
活
用
に
つ
い
て

命
も
自
ら
守
る
、
と
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
大
変
有
効

な
手
段
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
も
っ
と
分
か
り
や

す
く
促
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
う
き
は
バ
ス
路
線
の
追
加

・
男
性
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
配
備
を

・
出
生
時
育
児
休
業
の
取
得

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

U
J
I
タ
ー
ン
促
進

保
護
者
負
担
軽
減
は

通
学
路
の
安
全
安
心
は

超
過
勤
務
の
実
態
把
握
は

命
と
暮
ら
し
を
守
る
災
害
対
策

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を

農
業
の
肥
料
価
格
高
騰
に

さ
ら
な
る
支
援
を

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
と
は

情
報
の
積
極
的
な
公
開
を

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
活
用
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令
和
２
年
度
に
策
定

し
た
個
別
施
設
計
画
で

は
建
物
台
帳
に
登
載
さ

れ
た
行
政
財
産
の
う

ち
、
整
理
要
件
に
該
当

す
る
施
設
を
対
象
と

し
、
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

13 うきは市議会だより No.71
令和４年11月１日発行

12うきは市議会だより No.71
令和４年11月１日発行

　「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
、
イ
キ
イ
キ
と
育
て
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
」
に
努
め
、
子
育
て
世
代

が
「
う
き
は
市
は
子
育
て

に
優
し
い
ま
ち
だ
」
と
実

感
す
る
こ
と
が
、
市
へ
の
移

住
・
定
住
促
進
へ
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。
市
の
財
政

力
の
課
題
も
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
「
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
、
条
件
整

備
」
へ
向
け
て
政
策
提
言

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
内
中
学
校
２
校
の
制

服
の
見
直
し
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
検
討
委
員
会
で
２
年
間

検
討
し
、
令
和
６
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
　
給
食
費
を
市
の
負
担
と

す
る
こ
と
を
検
討
し
た
こ

と
が
あ
る
か
。

　
　
小
中
学
校
の
給
食
費
を

合
算
す
る
と
１
億
円
以
上

か
か
り
、
現
状
う
き
は
市

で
は
困
難
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
様
々
な
質
疑

応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

委員会レポート

ＱＱ AA 質
疑
応
答

所

　
　見

　
現
在
、
市
内
で
３
つ
の

自
治
協
議
会
が
「
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
、
い

か
に
こ
れ
を
市
内
全
域
で

実
施
し
て
い
く
か
が
課
題

だ
と
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
買
い
物
難
民
」

と
言
わ
れ
る
方
々
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
中
、
今
後

の
「
買
い
物
支
援
」
の
一

環
で
「
移
動
販
売
事
業
」

の
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
市
と
し
て
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。

所

　
　見

主
な
内
容

調 査 期 日
調 査 場 所
調査の趣旨

令和４年７月22日（金）　　　　　　　　　　　　
うきは市役所第2委員会室
人口減少が加速する中、対策としての最重要課題は「子育て世代の流出防止」で
あり、まず現状を把握することが肝要と考えました。そこでうきは市立小中学校
の入学時にかかる費用、保育所・学童保育所の利用者負担額、そして子ども医療
費等に関する費用について調査を行いました。

子ども子育て世帯への支援策に関する調査
調 査 期 日
調 査 場 所

調査の趣旨

令和４年７月６日（水）　　　　　　　　　　　　　
１、妹川　葛籠ヶ迫地区、市道　元有・上梅カニ線（令和３年８月地滑り）
２、吉井 19区　安免川（河川　越水による浸水）
毎年繰り返し起こる豪雨災害への対応状況について、市内の３か所の改修工事の
状況について確認を行い、議会として今後の審議の参考にする目的で視察調査を
行いました。

災害危険箇所に関する調査

調 査 期 日
調 査 場 所
調査の趣旨

令和４年８月３日（水）
うきは市役所第１委員会室
今後、人口減少等により公共施設等の利用需要が変化していくことが予想されます。早急に
公共施設等の全体の状況を把握し、長期的な視点をもって、更新・統廃合・長寿命化などを
計画的に行うことが求められています。公共施設の管理計画を実行するには、市民の暮らし
や地域のあり方に直結した問題であるとの認識に立ち調査を行いました。

公共施設等総合管理計画に関する調査

調 査 期 日
調 査 場 所
調査の趣旨

令和４年８月17日（水）
福富コミュニティセンター
可能な限り住み慣れたところで自分らしい暮らしを人生の最期まで続けられるよう、「地域包
括ケアシステム」構築に向け各自治協議会が様々な取組みを行っています。

地域福祉政策に関する調査およびヒアリング

今回は、現在「通所型サービスＢ」を地域住民の皆さんへ提供する「福富ほっこ
り」で現地調査を行いました。

また、「買い物支援」のニーズが今後更に増えるとの予想を踏まえ、「移動販売
車」の普及・拡大へ向け課題を把握するため、実施事業者（サンピットバリュ
ーうきは店、セブンイレブンうきはバイパス店）から取組みについてヒアリン
グを行いました。

　
　
合
併
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
す
た
め
に

も
、
同
種
同
類
の

施
設
は
解
消
す
べ

き
と
思
う
が
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て

各
所
管
は
統
一
し

た
見
解
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
同
種
同
類
施
設

に
つ
い
て
解
消
す

べ
き
と
認
識
を
持

っ
て
い
る
。

ＱA

　
妹
川
葛
籠
ヶ
迫
地
区

市
道
は
、
令
和
３
年
８
月

11
日
〜
17
日
の
豪
雨
の

際
に
市
道
路
の
路
面
（
谷

側
）
が
崩
落
し
、
路
面
の

復
旧
工
事
は
終
了
し
て

い
ま
す
が
、
路
面
下
の
樹

林
帯
が
地
滑
り
の
兆
候

が
見
受
け
ら
れ
一
部
50
セ

ン
チ
ほ
ど
の
段
差
ズ
レ
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容

　
19
区
安
免
川
の
越
水

は
、
豪
雨
の
際
、
２
つ
の

水
路
が
直
角
に
合
流
す

る
地
点
の
下
流
部
分
の

河
道
が
狭
窄
部
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
下
流
域
に

ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
ず
「
氾

濫
」
を
頻
繁
に
起
こ
し
て

お
り
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

主
な
内
容

　
　合
流
地
点
に
住
む

方
々
か
ら
は
、「
毎
年

大
雨
が
降
る
と
浸
水

す
る
。
」
と
い
う
苦
情

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

下
流
域
に
ま
っ
す
ぐ

に
流
れ
る
よ
う
な
改

修
設
計
を
ま
ず
考
え

て
欲
し
い
。

　
　
現
在
の
Ｌ
字
型
に

誘
導
す
る
流
れ
を
、
拡

幅
す
る
よ
う
想
定
し

て
い
る
が
、
堰
を
作
る

の
で
更
に
検
討
す
る
。

質
疑
応
答

質
疑
応
答

　
　地
滑
り
の
原
因
を

確
認
し
て
「
山
腹
工
」の

工
法
を
決
め
る
と
し

て
い
る
が
ど
の
よ
う

な
工
事
を
行
う
の
か
。

　
　
五
本
の
ひ
ず
み
調

査
の
中
で
、
継
続
的
に

地
滑
り
が
起
き
て
い

る
の
か
、
地
下
水
の
流

れ
が
あ
る
の
か
を
調

査
し
、
水
抜
き
用
の
パ

イ
プ
を
打
ち
込
む
か
、

斜
面
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

質
疑
応
答

ＱＡ

ＱＡ

を
打
ち
込
む
か
等
検

討
す
る
。



　
令
和
２
年
度
に
策
定

し
た
個
別
施
設
計
画
で

は
建
物
台
帳
に
登
載
さ

れ
た
行
政
財
産
の
う

ち
、
整
理
要
件
に
該
当

す
る
施
設
を
対
象
と

し
、
計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
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　「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
、
イ
キ
イ
キ
と
育
て
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
」
に
努
め
、
子
育
て
世
代

が
「
う
き
は
市
は
子
育
て

に
優
し
い
ま
ち
だ
」
と
実

感
す
る
こ
と
が
、
市
へ
の
移

住
・
定
住
促
進
へ
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。
市
の
財
政

力
の
課
題
も
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
「
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
、
条
件
整

備
」
へ
向
け
て
政
策
提
言

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
内
中
学
校
２
校
の
制

服
の
見
直
し
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
検
討
委
員
会
で
２
年
間

検
討
し
、
令
和
６
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
　
給
食
費
を
市
の
負
担
と

す
る
こ
と
を
検
討
し
た
こ

と
が
あ
る
か
。

　
　
小
中
学
校
の
給
食
費
を

合
算
す
る
と
１
億
円
以
上

か
か
り
、
現
状
う
き
は
市

で
は
困
難
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
様
々
な
質
疑

応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

委員会レポート

ＱＱ AA 質
疑
応
答

所

　
　見

　
現
在
、
市
内
で
３
つ
の

自
治
協
議
会
が
「
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
、
い

か
に
こ
れ
を
市
内
全
域
で

実
施
し
て
い
く
か
が
課
題

だ
と
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
買
い
物
難
民
」

と
言
わ
れ
る
方
々
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
中
、
今
後

の
「
買
い
物
支
援
」
の
一

環
で
「
移
動
販
売
事
業
」

の
果
た
す
役
割
は
大
き

く
、
市
と
し
て
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
ま
す
。

所

　
　見

主
な
内
容

調 査 期 日
調 査 場 所
調査の趣旨

令和４年７月22日（金）　　　　　　　　　　　　
うきは市役所第2委員会室
人口減少が加速する中、対策としての最重要課題は「子育て世代の流出防止」で
あり、まず現状を把握することが肝要と考えました。そこでうきは市立小中学校
の入学時にかかる費用、保育所・学童保育所の利用者負担額、そして子ども医療
費等に関する費用について調査を行いました。

子ども子育て世帯への支援策に関する調査
調 査 期 日
調 査 場 所

調査の趣旨

令和４年７月６日（水）　　　　　　　　　　　　　
１、妹川　葛籠ヶ迫地区、市道　元有・上梅カニ線（令和３年８月地滑り）
２、吉井 19区　安免川（河川　越水による浸水）
毎年繰り返し起こる豪雨災害への対応状況について、市内の３か所の改修工事の
状況について確認を行い、議会として今後の審議の参考にする目的で視察調査を
行いました。

災害危険箇所に関する調査

調 査 期 日
調 査 場 所
調査の趣旨

令和４年８月３日（水）
うきは市役所第１委員会室
今後、人口減少等により公共施設等の利用需要が変化していくことが予想されます。早急に
公共施設等の全体の状況を把握し、長期的な視点をもって、更新・統廃合・長寿命化などを
計画的に行うことが求められています。公共施設の管理計画を実行するには、市民の暮らし
や地域のあり方に直結した問題であるとの認識に立ち調査を行いました。

公共施設等総合管理計画に関する調査

調 査 期 日
調 査 場 所
調査の趣旨

令和４年８月17日（水）
福富コミュニティセンター
可能な限り住み慣れたところで自分らしい暮らしを人生の最期まで続けられるよう、「地域包
括ケアシステム」構築に向け各自治協議会が様々な取組みを行っています。

地域福祉政策に関する調査およびヒアリング

今回は、現在「通所型サービスＢ」を地域住民の皆さんへ提供する「福富ほっこ
り」で現地調査を行いました。

また、「買い物支援」のニーズが今後更に増えるとの予想を踏まえ、「移動販売
車」の普及・拡大へ向け課題を把握するため、実施事業者（サンピットバリュ
ーうきは店、セブンイレブンうきはバイパス店）から取組みについてヒアリン
グを行いました。

　
　
合
併
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
す
た
め
に

も
、
同
種
同
類
の

施
設
は
解
消
す
べ

き
と
思
う
が
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て

各
所
管
は
統
一
し

た
見
解
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
同
種
同
類
施
設

に
つ
い
て
解
消
す

べ
き
と
認
識
を
持

っ
て
い
る
。

ＱA

　
妹
川
葛
籠
ヶ
迫
地
区

市
道
は
、
令
和
３
年
８
月

11
日
〜
17
日
の
豪
雨
の

際
に
市
道
路
の
路
面
（
谷

側
）
が
崩
落
し
、
路
面
の

復
旧
工
事
は
終
了
し
て

い
ま
す
が
、
路
面
下
の
樹

林
帯
が
地
滑
り
の
兆
候

が
見
受
け
ら
れ
一
部
50
セ

ン
チ
ほ
ど
の
段
差
ズ
レ
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容

　
19
区
安
免
川
の
越
水

は
、
豪
雨
の
際
、
２
つ
の

水
路
が
直
角
に
合
流
す

る
地
点
の
下
流
部
分
の

河
道
が
狭
窄
部
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
下
流
域
に

ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
ず
「
氾

濫
」
を
頻
繁
に
起
こ
し
て

お
り
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

主
な
内
容

　
　合
流
地
点
に
住
む

方
々
か
ら
は
、「
毎
年

大
雨
が
降
る
と
浸
水

す
る
。
」
と
い
う
苦
情

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

下
流
域
に
ま
っ
す
ぐ

に
流
れ
る
よ
う
な
改

修
設
計
を
ま
ず
考
え

て
欲
し
い
。

　
　
現
在
の
Ｌ
字
型
に

誘
導
す
る
流
れ
を
、
拡

幅
す
る
よ
う
想
定
し

て
い
る
が
、
堰
を
作
る

の
で
更
に
検
討
す
る
。

質
疑
応
答

質
疑
応
答

　
　地
滑
り
の
原
因
を

確
認
し
て
「
山
腹
工
」の

工
法
を
決
め
る
と
し

て
い
る
が
ど
の
よ
う

な
工
事
を
行
う
の
か
。

　
　
五
本
の
ひ
ず
み
調

査
の
中
で
、
継
続
的
に

地
滑
り
が
起
き
て
い

る
の
か
、
地
下
水
の
流

れ
が
あ
る
の
か
を
調

査
し
、
水
抜
き
用
の
パ

イ
プ
を
打
ち
込
む
か
、

斜
面
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

質
疑
応
答

ＱＡ

ＱＡ

を
打
ち
込
む
か
等
検

討
す
る
。
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令
和
４
年
６
月
議
会
定
例

会
で
設
置
さ
れ
た
「
議
会
改

革
特
別
委
員
会
」
が
、
７
月

１
日
の
全
員
協
議
会
後
に
本

格
的
に
始
動
を
始
め
ま
し

た
。

　「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」

は
14
名
の
議
員
全
員
で
構
成

さ
れ
ま
す
が
、
具
体
的
な
改

革
の
調
査
・
検
討
を
進
め
る

た
め
に
、
７
名
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成

し
、
そ
の
中
で
改
革
の
素
案

を
練
っ
て
、
最
終
改
革
案
を

全
員
で
協
議
・
決
定
す
る
と

い
う
形
式
を
と
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
現
議
員
の
任
期
中
の
４
年

間
で
、
議
員
定
数
問
題
を
は

じ
め
、
次
世
代
へ
の
引
継
ぎ

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
議
会

の
あ
り
方
や
議
員
活
動
に
つ

い
て
、
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ

は
、
改
善
し
よ
う
と
検
討
す

る
も
の
で
す
。

　
本
市
が
利
水
参
画
権
を
持
つ
小
石
原
川

ダ
ム
や
近
隣
の
寺
内
ダ
ム
、
江
川
ダ
ム
の

施
設
概
要
や
機
能
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、
荒

木
浄
水
場
の
施
設
を
視
察
の
後
、
企
業
団

の
事
業
内
容
や
上
水
道
事
業
の
運
営
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
説
明
後
の
質
疑
で
は
、
推
計
さ
れ
る
事

業
費
の
総
計
に
つ
い
て
や
、
う
き
は
市
ま

で
の
管
路
整
備
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、

本
市
で
独
自
整
備
が
必
要
と
な
る
施
設
整

備
に
つ
い
て
な
ど
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の

中
で
、
見
直
し
検
討
を
行
う

内
容
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
次
の
内
容

を
今
後
調
査
・
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

①
う
き
は
市
議
会
基
本
条
例

の
検
証
（
条
例
に
あ
る
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て

は
別
途
個
別
に
検
討
）

　
う
き
は
市
議
会
基
本
条
例

は
、
議
員
自
ら
が
作
成
、
議

決
し
た
条
例
で
あ
り
、
議
会

の
運
営
や
議
員
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
定
め
た
条
例
で

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
条
文
や

内
容
を
検
証
し
、
現
状
の
議

会
運
営
等
を
見
直
し
ま
す
。

②
議
会
報
告
会
や
意
見
交
換

会
等
の
あ
り
方

　
議
会
基
本
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
現
状
実
施
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
の
報
告
会

や
意
見
交
換
会
等
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

③「
議
会
運
営
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
事
項
」
の
見
直
し

　
議
会
を
運
営
す
る
中
で
、

条
例
や
規
則
以
外
に
も
、
議

員
同
士
に
お
い
て
一
定
の
ル

ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
、
現
状
に

見
合
う
内
容
で
あ
る
か
検
討

し
ま
す
。

④
常
任
委
員
会
の
活
動
・
運

営
の
充
実
に
つ
い
て

　
う
き
は
市
議
会
に
は
「
総

務
産
業
常
任
委
員
会
」
と
「
厚

生
文
教
常
任
委
員
会
」
と
現

在
は
２
つ
の
委
員
会
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
委
員
会
の
活
動

に
つ
い
て
、
今
以
上
に
委
員

会
と
し
て
の
活
動
が
充
実
で

き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
広
報
広
聴
委
員

会
」
に
つ
い
て
、
常
任
委
員

会
へ
の
位
置
づ
け
な
ど
、
併

せ
て
検
討
し
ま
す
。

⑤
議
会
施
設
や
環
境
の
整
備

　
議
会
の
施
設
等
の
中
で
、

議
員
図
書
室
の
整
備
や
、
女

性
議
員
の
た
め
の
施
設
整
備

等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

⑥
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、

そ
の
活
動
費
の
活
動
内
容
や

金
額
等
に
つ
い
て
、
見
直
し

ま
す
。

⑦
議
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
（
議
員
活
動
へ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
な
ど
）

　
議
会
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ

ル
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
や
ペ
ー
パ
レ
ス
化
等
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

⑧
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

見
直
し

　
う
き
は
市
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
更
新
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
記
載
す
る
内
容
や

検
索
方
法
な
ど
、
更
新
す
べ

き
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

⑨
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
の

調
査
・
研
究

　
う
き
は
市
議
会
の
今
後
の

議
員
定
数
と
、
議
員
の
報
酬

に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
し

ま
す
。

　
中
で
も
、
議
員
の
定
数
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
意
見
を

十
分
に
聞
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
時
間
を
か

け
て
調
査
・
検
討
を
重
ね
、

次
回
の
改
選
前
に
な
る
令
和

７
年
９
月
議
会
ま
で
に
結
論

を
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
以
上
大
き
く
９
項
目
に
つ

い
て
、
調
査
・
検
討
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

市
民
生
活
基
盤
対
策
特
別
委
員
会

上
水
道
整
備
事
業
の
あ
り
方
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
２
回
の
視
察
を
実
施

１
　
小
石
原
川
ダ
ム
な
ら
び
に
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業

　
　
団
視
察

日
　
　
時
　
令
和
４
年
７
月
27
日
（
水
）

視
察
箇
所
　
寺
内
ダ
ム
、
江
川
ダ
ム
、
小
石
原
川
ダ
ム
（
朝
倉
市
・
東
峰
村
）

　
　
　
　
　
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団
荒
木
浄
水
場
（
久
留
米
市
）

　
今
後
は
、
半
数
の
議
員
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
視
察
で
得
た
情
報
等

を
整
理
・
分
析
す
る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
け
る
上
水

道
整
備
事
業
の
是
非
や
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
受
水

し
、
本
市
と
人
口
規
模
も
近
い
朝
倉
郡
筑

前
町
の
上
水
道
事
業
を
視
察
し
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
後
の
質
疑
で
は
、
住
民
意
識
調
査

や
住
民
説
明
会
の
方
法
や
回
数
に
つ
い

て
、
山
間
地
域
へ
の
配
水
状
況
や
未
接
続

世
帯
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
上
水
道
接
続

率
向
上
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
整
備
費
用

の
償
還
や
事
業
の
採
算
性
に
つ
い
て
な

ど
、
よ
り
現
実
的
で
、
今
後
本
市
で
も
懸

念
さ
れ
る
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
掘
り

下
げ
た
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
　
近
隣
自
治
体
の
上
水
道
事
業
視
察

日
　
　
時
　
令
和
４
年
８
月
10
日
（
水
）

視
察
箇
所
　
筑
前
町
役
場
、
四
三
嶋
受
水
場
（
朝
倉
郡
筑
前
町
）

７名のワーキンググループメンバーです

〈後列左から〉髙木亜希子委員、高松幸茂委員、佐藤裕宣委員、
　　　　　　　伊藤善康委員、組坂公明委員
〈前列左から〉野鶴修委員長、竹永茂美副委員長
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令
和
４
年
６
月
議
会
定
例

会
で
設
置
さ
れ
た
「
議
会
改

革
特
別
委
員
会
」
が
、
７
月

１
日
の
全
員
協
議
会
後
に
本

格
的
に
始
動
を
始
め
ま
し

た
。

　「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」

は
14
名
の
議
員
全
員
で
構
成

さ
れ
ま
す
が
、
具
体
的
な
改

革
の
調
査
・
検
討
を
進
め
る

た
め
に
、
７
名
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成

し
、
そ
の
中
で
改
革
の
素
案

を
練
っ
て
、
最
終
改
革
案
を

全
員
で
協
議
・
決
定
す
る
と

い
う
形
式
を
と
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
現
議
員
の
任
期
中
の
４
年

間
で
、
議
員
定
数
問
題
を
は

じ
め
、
次
世
代
へ
の
引
継
ぎ

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
議
会

の
あ
り
方
や
議
員
活
動
に
つ

い
て
、
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ

は
、
改
善
し
よ
う
と
検
討
す

る
も
の
で
す
。

　
本
市
が
利
水
参
画
権
を
持
つ
小
石
原
川

ダ
ム
や
近
隣
の
寺
内
ダ
ム
、
江
川
ダ
ム
の

施
設
概
要
や
機
能
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、
荒

木
浄
水
場
の
施
設
を
視
察
の
後
、
企
業
団

の
事
業
内
容
や
上
水
道
事
業
の
運
営
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
説
明
後
の
質
疑
で
は
、
推
計
さ
れ
る
事

業
費
の
総
計
に
つ
い
て
や
、
う
き
は
市
ま

で
の
管
路
整
備
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
、

本
市
で
独
自
整
備
が
必
要
と
な
る
施
設
整

備
に
つ
い
て
な
ど
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の

中
で
、
見
直
し
検
討
を
行
う

内
容
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
次
の
内
容

を
今
後
調
査
・
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

①
う
き
は
市
議
会
基
本
条
例

の
検
証
（
条
例
に
あ
る
議
員

定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て

は
別
途
個
別
に
検
討
）

　
う
き
は
市
議
会
基
本
条
例

は
、
議
員
自
ら
が
作
成
、
議

決
し
た
条
例
で
あ
り
、
議
会

の
運
営
や
議
員
活
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
定
め
た
条
例
で

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
条
文
や

内
容
を
検
証
し
、
現
状
の
議

会
運
営
等
を
見
直
し
ま
す
。

②
議
会
報
告
会
や
意
見
交
換

会
等
の
あ
り
方

　
議
会
基
本
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
現
状
実
施
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
の
報
告
会

や
意
見
交
換
会
等
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

③「
議
会
運
営
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
事
項
」
の
見
直
し

　
議
会
を
運
営
す
る
中
で
、

条
例
や
規
則
以
外
に
も
、
議

員
同
士
に
お
い
て
一
定
の
ル

ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
、
現
状
に

見
合
う
内
容
で
あ
る
か
検
討

し
ま
す
。

④
常
任
委
員
会
の
活
動
・
運

営
の
充
実
に
つ
い
て

　
う
き
は
市
議
会
に
は
「
総

務
産
業
常
任
委
員
会
」
と
「
厚

生
文
教
常
任
委
員
会
」
と
現

在
は
２
つ
の
委
員
会
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
委
員
会
の
活
動

に
つ
い
て
、
今
以
上
に
委
員

会
と
し
て
の
活
動
が
充
実
で

き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
広
報
広
聴
委
員

会
」
に
つ
い
て
、
常
任
委
員

会
へ
の
位
置
づ
け
な
ど
、
併

せ
て
検
討
し
ま
す
。

⑤
議
会
施
設
や
環
境
の
整
備

　
議
会
の
施
設
等
の
中
で
、

議
員
図
書
室
の
整
備
や
、
女

性
議
員
の
た
め
の
施
設
整
備

等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

⑥
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、

そ
の
活
動
費
の
活
動
内
容
や

金
額
等
に
つ
い
て
、
見
直
し

ま
す
。

⑦
議
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
（
議
員
活
動
へ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
な
ど
）

　
議
会
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ

ル
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
や
ペ
ー
パ
レ
ス
化
等
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

⑧
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

見
直
し

　
う
き
は
市
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
更
新
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
記
載
す
る
内
容
や

検
索
方
法
な
ど
、
更
新
す
べ

き
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

⑨
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
の

調
査
・
研
究

　
う
き
は
市
議
会
の
今
後
の

議
員
定
数
と
、
議
員
の
報
酬

に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
し

ま
す
。

　
中
で
も
、
議
員
の
定
数
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
意
見
を

十
分
に
聞
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
時
間
を
か

け
て
調
査
・
検
討
を
重
ね
、

次
回
の
改
選
前
に
な
る
令
和

７
年
９
月
議
会
ま
で
に
結
論

を
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
以
上
大
き
く
９
項
目
に
つ

い
て
、
調
査
・
検
討
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

市
民
生
活
基
盤
対
策
特
別
委
員
会

上
水
道
整
備
事
業
の
あ
り
方
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
２
回
の
視
察
を
実
施

１
　
小
石
原
川
ダ
ム
な
ら
び
に
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業

　
　
団
視
察

日
　
　
時
　
令
和
４
年
７
月
27
日
（
水
）

視
察
箇
所
　
寺
内
ダ
ム
、
江
川
ダ
ム
、
小
石
原
川
ダ
ム
（
朝
倉
市
・
東
峰
村
）

　
　
　
　
　
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団
荒
木
浄
水
場
（
久
留
米
市
）

　
今
後
は
、
半
数
の
議
員
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
視
察
で
得
た
情
報
等

を
整
理
・
分
析
す
る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
け
る
上
水

道
整
備
事
業
の
是
非
や
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
受
水

し
、
本
市
と
人
口
規
模
も
近
い
朝
倉
郡
筑

前
町
の
上
水
道
事
業
を
視
察
し
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
後
の
質
疑
で
は
、
住
民
意
識
調
査

や
住
民
説
明
会
の
方
法
や
回
数
に
つ
い

て
、
山
間
地
域
へ
の
配
水
状
況
や
未
接
続

世
帯
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
上
水
道
接
続

率
向
上
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
整
備
費
用

の
償
還
や
事
業
の
採
算
性
に
つ
い
て
な

ど
、
よ
り
現
実
的
で
、
今
後
本
市
で
も
懸

念
さ
れ
る
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
掘
り

下
げ
た
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
　
近
隣
自
治
体
の
上
水
道
事
業
視
察

日
　
　
時
　
令
和
４
年
８
月
10
日
（
水
）

視
察
箇
所
　
筑
前
町
役
場
、
四
三
嶋
受
水
場
（
朝
倉
郡
筑
前
町
）
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内
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議会を傍聴しませんか。
◆12月議会定例会は
　 12月２日（金）開催予定です。
◆ 一般質問は12月５日（月）
　 12月６日（火）の予定です。
◆ インターネットの
　 ライブ配信と録画配信
　 もおこなっています。

　
浮
羽
体
育
セ
ン
タ
ー
で
毎
週

水
曜
日
と
金
曜
日
に
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
保
育
所
に
通
っ
て

い
る
子
も
い
ま
す
！
サ
ッ
カ
ー
の

練
習
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ

を
通
じ
て
異
年
齢
の
子
ど
も
同
士

　
深
刻
な
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

原
材
料
価
格
の
高
騰
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
８
月
ま
で
全
国
消
費
者
物
価

指
数
が
前
年
同
月
を
12
ヶ
月
連

続
し
て
上
回
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

原
材
料
価
格
上
昇
だ
け
で
な
く
、

円
安
に
よ
り
そ
の
裾
野
は
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
で
は
、
う
き
は
市
が

行
う
「
物
価
高
騰
対
策
支
援
策
」

に
つ
い
て
、
対
象
を
広
く
す
る
こ

と
へ
の
意
見
が
出
さ
れ
る
等
、
議

案
質
疑
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
国
に
よ
る
公
的
年
金
の

引
き
下
げ
、
10
月
か
ら
は
75
歳
以

上
の
医
療
費
窓
口
２
割
負
担
（
所
得

単
身
２
０
０
万
円
・
夫
婦
世
帯
３
２

０
万
円
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
14
人
の

議
員
の
力
を
合
わ
せ
た
議
会
作
り

が
益
々
大
切
と
強
く
思
い
ま
す
。

（
岩
淵
　
和
明
）

編
集
後
記

市
民
の
声

地
域
で

　困
っ
て
い
る
こ
と

う
き
は
市
民
で

　
　良
か
っ
た
こ
と

◇
街
灯
が
少
な
く
点
灯
し
て

い
て
も
薄
暗
い
の
で
、
子

ど
も
達
の
部
活
動
の
帰
り

や
習
い
事
の
帰
り
な
ど
特

に
冬
は
真
っ
暗
で
怖
い
で

す
。

全
体
的
に
街
灯
の
増
設
を

希
望
し
ま
す
。

◇
千
年
校
区
は
水
路
が
多
い

た
め
、
子
ど
も
や
お
年
寄

り
が
落
ち
た
と
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
蓋
や
柵
を
設
置

し
て
欲
し
い
で
す
。
　
　

◇
年
に
２
回
あ
る
道
路
愛
護

は
日
曜
日
と
な
っ
て
い
ま

す
が
日
曜
日
も
仕
事
が
あ

る
た
め
、
平
日
に
も
設
け

ら
れ
る
と
助
か
り
ま
す
。

◇
ゴ
ミ
の
野
焼
き
に
つ
い
て

は
、「
農
業
、
林
業
、
漁
業

を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
と
し
て
廃
棄
物

の
焼
却
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
例
外
事
項
と
し

て
も
洗
濯
物
を
干
し
て
い

る
早
い
時
間
か
ら
焼
く
こ

と
は
配
慮
に
欠
け
て
い
る

時
が
あ
り
ま
す
。
周
知
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
五
庄
屋
の
歴
史
を
学
ぶ
中

で
座
学
だ
け
で
な
く
川
下

り
や
田
植
え
稲
刈
り
な

ど
、
子
ど
も
達
が
実
際
に

体
験
で
き
る
こ
と
で
す
。

◇
お
水
が
き
れ
い
で
、
水
道

代
が
か
か
ら
な
い
こ
と
で

す
。

◇
道
で
子
ど
も
達
（
小
中
高

生
）
に
会
う
と
大
き
な
声

で
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
る
の
で
、
こ
ち
ら

も
元
気
に
な
り
ま
す
。

の
接
し
方
や
、
指
導
・
応
援
し
て

く
れ
る
方
へ
の
感
謝
の
心
や
マ
ナ

ー
、
そ
し
て
「
自
ら
考
え
、
動
く

こ
と
」
を
自
然
と
学
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。
写
真
は
、
練
習
後
に
ベ

ン
チ
周
辺
を
掃
除
す
る
高
学
年
の

子
ど
も
た
ち
。
お
兄
さ
ん
・
お
姉

さ
ん
た
ち
の
姿
勢
か
ら
、
後
に
続

く
子
ど
も
た
ち
が
何
か
を
感
じ
て

く
れ
て
い
た
ら
素
敵
で
す
ね
。
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